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＜はじめに＞
　学校給食管理システムは1988年に学校給食に携わる方々（学校栄養士、センター場長・職員、教
育委員会、学校給食会）からなる委員会の提言により作成された実務に合ったシステムです。
　長年の実績と全国の栄養士の先生方からのご意見を反映しながら、共通システムとしての機能の
充実や、より簡単な操作性を目指して改良を重ねてまいりました。
　本書は令和元年（2019年）にリリースされたV9(ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ9）システムの説明書です。

＜注意＞
　対象ソフトウェアおよび本書に記載されている事項は、予告なしに変更することがあります。
　株式会社内田洋行ITソリューションズは明示または黙示を問わず、本書および対象ソフトウェアを
運用した結果の影響に対しては、一切の責任を負いかねますのでご了承ください。
　本書および対象ソフトウェアの著作権は株式会社内田洋行ITソリューションズにあり、一部または
全部を無断で複写複製することはできません。
　その他、本書に記載されている会社名、製品名は各社の商標または登録商標です。

　学校給食管理システムｖ９の開発には、グレープシティ株式会社の「ActiveReports for .NET 9.0J」
「InputMan for Windows Forms 8.0J」「MultiRow for Windows Forms 8.0J」「PlusPack for Windows
 Forms 8.0J」が使用されています。

＜動作環境＞
本製品は以下の環境で動作します。

・推奨ＯＳ
Microsoft Windows 8.1 Pro 日本語版
Microsoft Windows 10 Pro 日本語版

・画面
解像度 1024×768以上
表示色数 1,677,000（32ビット）色以上

・メモリ
OS推奨メモリ

・その他
PC/AT互換機
106日本語キーボード、または109日本語キーボード
標準マウス
A３、Ｂ４、A４対応プリンタ
Microsoft Office Excel 2010、または2013、または2016
Microsoft SQLServer 2017 Express
.NetFramework 4.6

注意：
各社製品の最新バージョンへのアップデート後も、全ての動作を保証するものではありません。
アップデート後、利用が制限される機能やソフトウェアが発生する可能性があります。

各社製品のサポート終了後も、動作を保証するものではありません。
サポート期間終了後、利用が制限される機能やソフトウェアが発生する可能性があります。

＜制限事項＞
本製品には以下の制限事項があります。

・インストールできるシステム数 1台につき最大2システム
・インストールするドライブ Cドライブ（固定）
・接続タイムアウト 30分
・システムの表示画面サイズ 最大1024×740
・Excel拡張子 xlsxのみ使用可（xlsは不可）
・IMEの入力方式 「アプリ ウィンドウごとに異なる入力方式を設定する」を指定

（OSの設定）
・年月日の入力可能範囲 2000/01/01　～　9999/12/31
・祝日設定 年ごとに祝日の更新処理が発生
・元号設定 改元時に元号の更新処理が発生
・食品コードのアルファベット 半角大文字のみ使用可（全角、小文字は使用不可）
・食品コードの空白・記号使用 半角英数のみ使用可（空白、記号は不要不可）
・料理、献立の個数入力 個数小数部（例：0. 5 の小数点以下「.5」の部分）をマスタ化
・見積仕入先数の上限 50件

注意：
旧システム（学校給食管理システムV8L30）から当システム（学校給食管理システムV9）へデータを
移行する際は、旧システムのシステム用フォルダがCドライブに保存されている必要があります。
システムをインストールする際には、管理者権限が必要です。
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起動と終了のしかた
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＜起動と終了＞
　学校給食管理システムはデスクトップにある「学校給食管理システム」用のアイコンをダブルクリック
することで起動できます。

メインメニュー

　システム起動時の日付（シ
ステム日付）を表示します。

　ホームページを表示します。

　学校給食管理システムの実
施年月が表示されます。
　①メニューでは、この年月の
翌月（予定年月）、②メニュー
では、この年月（実施年月）を
処理画面に初期表示します。

　メインメニューの表示を更新
します。
　指示のあった場合に実行し
ます。

　学校給食管理システムを終
了します。

　システムを終了する場合は、メインメニューの右下にある「業務終了」ボタンをクリックします。

＜処理の選択＞
①②③からボタンをクリック
して選択します。

①でメニューを選択すると、
②と③の表示が変わります。

②で処理グループを選択す
ると、③の表示が変わります。

③で処理を選択すると、処理
画面が表示されます。

①

② ③

①

②
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＜共通の操作＞
１．入力項目でキーボードの「Ｅｎｔｅｒ」キーを押すと、次に入力（選択）する項目へ移動します。
　　「Ｅｎｔｅｒ」キーを押すことにより、入力のチェックや登録内容の表示を行います。
２．コードの入力欄でダブルクリックすると、入力する項目の一覧を呼び出せます。
３．ボタンに（Ｆ＋数字）という表示がある場合、該当のファンクションキーを押すとボタンをクリックした
　　ときと同じ動きをします。
４．このシステムでは幼児や児童などを「対象」と呼び、それぞれの対象ごとに使用量などを管理して
　　います。「対象」は最大で四つまで管理できます。
　　特に対象名が表示されていない場合は、それぞれの対象を左から順に「対象１」「対象２」「対象３」
　　「対象４」と呼んでいます。

２．ダブルク
リック

３．Ｆ１キー

１．Ｅｎｔｅｒキー

４．対象
（対象２）
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１．初期設定
（運用管理・マスター管理）
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①初期設定（運用管理・マスター管理）

◎ １．管理情報設定 Ｐ． 8

システム使用者の基本情報や運用に関わる初期設定を入力します。

◎ ２．学校作成 Ｐ． 12

◎ ３．仕入先登録 Ｐ． 14

４．報告書区分編集 Ｐ． 15

５．基準値設定 Ｐ． 17

報告書に使用する基準値の登録を行います。

◎ ６．食品作成 Ｐ． 18

◎ ７．食品規格作成 Ｐ． 22

発注や料理・献立の作成で使用する、商品の規格情報の登録・変更など
を行います。

８．食品配合作成 Ｐ． 24

週報や月報などの報告書で使用する、食糧構成（配合）の内容と内訳を
入力します。

９．学年別供給作成 Ｐ． 26

対象パターンが「　：幼児・児童・生徒・成人」の場合のみ有効です。
児童の１人当り供給量を学年ごとに指定できる、料理・献立の補助的な機
能です。

◎ １２．料理作成 Ｐ． 29

◎ １３．献立作成 Ｐ． 34

◎は必須作業です。

食品情報の登録
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１．管理情報設定

　システムを使用するセンターや学校の基本的な情報と、最初に設定する項目の入力を行います。

No 項目名 内容
1 管理コード システム固有のコードとなります。

指定されたコードを入力します。
2 名称 システムを使用する施設の名称を入力します。
3 対象掛率情報 ※パターンの数字は運用途中で変更しないでください。

料理や献立で登録する４種類の分量を管理するための情報を指定します。
対象名には、それぞれ異なる名称を日本語２文字以内で指定します。
掛率には、分量管理の基準とする対象に「1.00」、それ以外の対象は、基準
対象を元にした分量管理の割合を指定します。
対象１～４の掛率を元に、１３．献立作成（Ｐ．34）や１２．料理作成（Ｐ．29）で、
基準となる対象の使用量から基準以外の対象の使用量を自動計算します。
掛率を変更する場合、変更後に新規登録した料理や献立マスタの仕様量は
変更後の掛率を元に計算しますが、変更前に登録した料理や献立マスタは
登録時の使用量を保持します。
自動では変更されませんので、変更が必要な場合は、１３．献立作成（Ｐ．34）
や１２．料理作成（Ｐ．29）で変更するか、１３７．料理・献立初期計算（Ｐ．200）
を実行し、一括計算します。

4 その他 システムを運用する上で必要な設定を指定します。
初期値が入っていますので、必要に応じて変更してください。
各項目については、「その他の区分」の説明をご確認ください。

5 契約情報 １－１．契約情報（Ｐ．11）の画面を呼び出します。

① ②

③

④

⑤
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県学校給食会コード ※この項目は変更しないでください。
該当の仕入先コードを指定します。

管理先職員分の 省略可能です。
指 　食数登録学校コード センター職員の食数を登録した学校を指定します。

アレルギー表示区分 ６－１．食品一覧（Ｐ．21）、１２－１．料理一覧（Ｐ．31）
で、アレルギー食品を含む料理や食品に「＊」印を

定 表示するか指定します。
カナ名検索優先 ６－１．食品一覧（Ｐ．21）の表示方法を指定します。

「１：カナ優先」、または「２：全食品初期表示」を指定
区 した場合、全食品を初期表示します。

食品一覧表示区分 ６－１．食品一覧（Ｐ．21）の表示内容を指定します。
５桁の食品コード（標準食品）で、６．食品作成（Ｐ．

分 18）の仕入先が指定されていない食品を最初から表
示するか指定します。

料理一覧表示区分 １２－１．料理一覧（Ｐ．31）の表示方法を指定します。
「１：指定分類順」は、１２．料理作成（Ｐ．29）の料理
分類順に表示します。

発注業者初期化指示 ４０．まとめ発注処理（Ｐ．84）で発注データ作成時に、
仕入先指定なしでデータを作成するか指定します。
毎月殆どの商品で見積を取り、頻繁に仕入先が変
更になる場合は「１：初期化する」を指定します。
「１：初期化する」の場合、４４．発注確定処理（Ｐ．88）
やオプションの入札メニューで仕入先を指定します。

発 発注単価自動更新区分 ４４．発注確定処理（Ｐ．88）で入力した単価を食品
規格マスタに反映させるか指定します。
「２：単価と仕入先も更新」を選択すると規格単価に
加え、食品の仕入先も食品マスタに反映します。

納品単価自動更新区分 納入処理（Ｐ．132～133）で入力した単価を食品規
格データに反映させるか指定します。

物資注文書用紙区分 ５２．物資注文書作成（Ｐ．99）の様式を指定します。
注 物資見積書用紙区分 ５１．見積書作成（Ｐ．97）の様式を指定します。

端数発注区分 ４０．まとめ発注処理（Ｐ．84）で発注データ作成時、
商品の発注数を全て小数2位まで表示するか、食品
ごとに選択するか指定します。
食品ごとに選択する場合は６．食品作成（Ｐ．18）の
発注数指示区分で指定します。

グループ献立区分 受け持ちの学校をグループ分けして、グループ単位
関 で管理するか指定します。

グループごとに献立立案や発注、支払の管理を行う
場合は「１：運用する」を選択します。
グループ献立区分が「１：運用する」の場合、発注対
象区分は「２：対象別で計算」が指定されます。

発注対象区分 発注や支払を対象ごと、学校ごとに管理できます。
単独校やセンター一括発注の場合は、「０：センター

係 一括計算」を選択します。
職員量区分 料理・献立で職員の使用量を対象４の行で管理する

場合、「１：対象４（成人）の量を使用」を入力します。
買掛残更新区分 仕入から支払を引いた差額（買掛残高）を、当月分の

みか、前月までの分を合算し管理するか指定します。
特定画面 ２７．予定人員変更(学校別)（Ｐ．65）、４４．発注確定
　ｶｰｿﾙ移動区分 処理（Ｐ．88）、９０．実施人員変更（学校別）（Ｐ．155）

で、Enterキー押下時のセル移動方向を指定します。

その他の区分
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　①～④の項目は一部を除き、そのままでは変更できないよう保護しています。
　変更する場合は、次の１～４の作業を行ってください。

　パターンの項目には空白「　」（または「０」）か「１」のどちらかを指定します。
　このパターンの違いにより、システムで管理できる対象が異なります。

・パターンごとの対象
③対象掛率情報のパターン

　空白「　」（または「０」） 　「１」
対象１ 幼児 児童 低学年（児低）
対象２ 児童 児童 中学年（児中）
対象３ 生徒 児童 高学年（児高）
対象４ 成人 生徒

・対象と学校の関連
幼児 ・・・ 学校コード「５□□□□□」の学校　が対象
児童 ・・・ 学校コード「１□□□□□」の学校　が対象

低学年 １～２年生
中学年 ３～４年生
高学年 ５～６年生、担任含む職員

生徒 ・・・ 学校コード「２□□□□□」の学校　が対象
成人 ・・・ 学校コード「３□□□□□」の学校　が対象

　入札メニューを使用する場合、入札運用パターンを「１：自校入札」に指定すること
が必要です。
　入札運用パターンの変更する場合は、担当者へご連絡ください。
　入札メニューで処理を進める前に、入札（見積）に関する設定（Ｐ．114）が必要です。

　５６．オンライン発注と確認処理（Ｐ．105）をやり直す場合、５８．Ｗｅｂ発注取消処理
（Ｐ．110）実施と、最終Web発注日付の変更が必要です。
　送付用データを再作成する場合は、担当者へご連絡ください。

管理情報の変更

１．画面の右端へ
移動します

２．マウスポインタ

が「矢印」から

「両矢印」に

変わったら
クリックします

３．クリックしたま
ま右へ伸ばし、

４．ボタンが出現

したらクリック
します

パターンの種類

クリック（（

入札運用パターン

最終Web発注日付
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１－１．契約情報

　システム使用に関するシリアルナンバー等のユーザー情報の入力や、バックアップ媒体の指定を行います。

No 項目名 内容
1 シリアルNo. システム固有のコードとなります。

指定されたシリアルＮｏ．を入力してください。
2 ユーザー名 システム使用者（ユーザー）の基本情報を入力します。

～
電話番号

3 使用ドライブ データ交換で使用する、ＵＳＢメモリやハードディスク、ネットワーク上の共有
ＦＤ フォルダなどのドライブ文字を指定します。

初期値にフロッピーディスク（Ａドライブ）が指定されておりますので、必要に
応じて変更してください。

4 各種区分 ※区分３～４は運用の途中で変更しないでください。
区分２～４は６．食品作成（Ｐ．18）を参照のうえ、変更を加えてください。

　契約情報はそのままでは変更できないよう保護しています。
　変更する場合は１．管理情報設定（Ｐ．8）と同様に画面を右側へ伸ばし、「契約情
報変更」ボタンをクリックします。
　変更後は「終了（Ｆ１０）」ボタンを押して画面を閉じると、変更内容が自動的に保存
されるようになっています。

契約情報の変更

①

②

③

④
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２．学校作成

　管理する学校の学校名やクラスごとの人数といった基本情報を登録します。

No 項目名 内容
1 学校コード 次の要領で作成しています。

（６桁）

　※①学校形態コードは学校の種類によって異なります。
　　 小学校は「１」、中学校は「２」、高校は「３」、幼稚園・保育園は「５」です。
学校を追加登録する場合、「１０００１０」のように、「学校形態コード１桁＋任意
の５桁の数字」を使った６桁のコードを使用します。

2 学校名 学校の詳細情報を登録します。
～ 学校名には左枠に正式名称を、右枠に略称を必ず入力します。
担当者 献立グループは１．管理情報設定（Ｐ．8）のグループ献立区分で「１：運用す

る」を選択した場合入力できるようになります。
グループは学校ごとに指定します。

3 仕入先 省略可能です。
複数の学校を管理している場合で、学校ごとに仕入先が異なる場合のみ、
その学校の仕入先を指定します。

4 基本人数 クラスごとに、牛乳除外者数を含む実人数を入力します。
担任数は担の列に入力します。最大で各学年20クラスまで管理できます。

5 牛乳除外 各学年ごとに牛乳除外者数を入力します。
6 職員数 担任を除いた職員の人数を入力します。

○□□□□□
①

②

①学校形態コード ・・・最初の1桁。1・2・3・5の
いずれかを入力

②連番 ・・・任意の数字5桁

①

②

③

④

⑥

⑤
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　単独校の場合は一校だけ登録します。
　複数の学校を担当している場合は、管理する学校を全て登録します。

　特別支援学校等で幼稚部、小学部、中学部、高等部等の受け持ちがある場合は、
擬似的に幼稚園、小学校、中学校、高校を作成し、それぞれの学校に基本人数を
登録して運用します。

　給食センターで職員分の食数を個別に管理する場合は、擬似的にセンター職員
用の学校を作成し管理します（センター職員の供給量が小学校と同量の場合は小
学校、中学校と同量の場合は中学校として登録します）

　１．管理情報設定（Ｐ．8）の指定によって、学校ごとに献立グループを指定できる
ようになります。

　グループ献立区分で「１：運用する」が選択されている場合、献立グループが
選択できます。

　牛乳除外者数を指定しておくと、除外者数を除いた人数で牛乳の発注数量を計
算したり、帳票を作成します。
　各クラスには、除外対象者も含めた人数を入力します。

牛乳除外者数の入力

学校の登録

献立グループの入力

特別支援学校等の登録について

センター職員分の食数の登録
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３．仕入先登録

　商品の発注や見積を依頼する仕入先（取引先）の登録を行います。

No 項目名 内容
1 仕入先コード 仕入先のコードは任意の数字で作成します。
2 仕入先名 左枠に正式名称を、右枠に略称を入力します。

正式名称は物資注文書で、略称はその他の食品一覧等で使用しております
ので、必ず入力します。

3 代表社名 仕入先の基本情報を登録します。
～
メールアドレス

4 金融情報 任意設定項目です。
仕入先の口座情報を入力します。
７９．支払予定表作成（Ｐ．139）や１４７．仕入先一覧表作成（Ｐ．215）に反映
されます。

5 買掛情報 任意設定項目です。
買掛を管理する場合は、前月情報残高を入力して運用します。

6 入力切替（Ｆ12） 登録後、金融情報や買掛情報の各項目を変更する場合に使用します。
新規登録時を除き、金融情報や買掛情報の各項目はこのボタンをクリックしな
いと変更できません。

①

②

③

④

⑤

⑥
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４．報告書区分編集

　システムで使用する各種区分の登録を行います。

　運用に応じて変更可能な区分と、法改正時などに必要に応じて指示に従い変更する区分があります。

No 項目名 内容
1 区分選択 区分を指定します。

別途掲げる「変更可能な区分」以外は、法改正等により指示された場合を除き、
変更せずにそのまま運用してください。

2 コード 必要な情報を入力してください。
～ 区分を選択すると、一覧からコードが選択できます。
予備 コードを選択すると区分名が表示されます。区分名は変更も可能です。

９０：発注パターン別顧客コードの指定のみ、予備も入力します。

　運用に応じて変更できる区分は、下記の6つです。
・「６：見積用食品群」

見積処理に関する分類です。
６．食品作成（Ｐ．18）の発注群、５１．見積書作成（Ｐ．97）等で使用します。
変更した場合、食品マスタの見直しが必要です。

・「１４：料理分類」
１２．料理作成（Ｐ．29）で使用します。
変更した場合、料理マスタの見直しが必要です。

・「３１：切り方区分」
料理や献立の下処理の入力（１２－３．工程入力（Ｐ．32）、１３－３．指示書
入力（Ｐ．39））で使用します。

・「４１：献立分類」
１３．献立作成（Ｐ．34）で使用します。
変更した場合、献立マスタの見直しが必要です。

・「４２：グループ名称」
１．管理情報設定（Ｐ．8）のグループ献立区分が［１：運用する］の場合、入
力が必要です。

・「９０：発注パターン別顧客コード」
１．管理情報設定（Ｐ．8）の発注対象区分が［０：センター一括計算］以外の
場合、入力が必要です。

変更可能な区分

①

②
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　１．管理情報設定（Ｐ．8）の発注対象区分が［０：センター一括計算］以外の場合、
「９０：発注パターン別顧客コード」の入力が必要です。

・「１：学校別で計算」の場合
コード ２．学校作成（Ｐ．12）で

入力した学校コード
区分名 ２．学校作成（Ｐ．12）で

入力した学校名
予備 指定されたコード

・「２：対象別で計算」の場合
コード 対象コード（１～４）

　　１：幼児　　２：児童
　　３：生徒　　４：成人

区分名 対象名
予備 指定されたコード

・「３：幼児／児童生徒／成人で計算」の場合
コード 対象コード（１～３）

　　１：幼児　　３：成人
　　２：児童＋生徒

区分名 対象名
予備 指定されたコード

９０：発注パターン別顧客コードの入力
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５．基準値設定

　週報や月報などの報告書に使用する基準値（目標値）の登録を行います。

　基準値変更後に表示した画面や出力した帳票には、新しい基準値を即時反映します。

No 項目名 内容
1 基準 表示したい基準値と対象を指定します。

対象
2 基準値入力 選択した基準と対象の基準値を入力します。

欄

①

②
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６．食品作成

　システムで使用する食品の基本情報を登録します。

　料理や献立で使用する食材（発注商品）と、配合情報の登録に使用する原材料を登録します。

No 項目名 内容
1 食品コード 次の要領で作成しています。

（７桁）

新しく食品を登録する場合は、日本食品標準成分表の食品番号に枝番を
付けた、標準食品番号（５桁）に準ずるコードを作成します。
たとえば「０１００１０」や「０１００１０Ａ」のように、「標準食品番号５桁＋２桁以
内の数字（またはアルファベット）」を使った６～７桁のコードを使用します。

2 食品名 食品名・カナ名・略1・略2・ひらがな名・発注用食品名を入力します。
～ 食品名は料理作成や献立作成、注文書など、システム全般で使用します。
発注用食品名 カナ名は食品一覧から食品を検索する場合に使用します。

略1・略2には食品の略名を入力します。略1が通常表示用、略2がひらがな
用の入力欄です。保護者配布用の献立予定表などで食品名に使用します。
ひらがな名は献立作成や帳票でひらがな表示を選択した場合に、食品名の
代わりに使用します。
発注用食品名は発注や納入関係の処理で使用しますので、注文する際に
使用する正式な商品名を入力します。

3 仕入先 食品の基本発注先を指定します。発注処理での変更も可能です。
発注先が決まっている場合は仕入先を登録しておくことができます。
入力されていると、食品一覧で仕入先ごとに表示したり、発注処理での注文
先の指定を省略することができます。

□□△△△○○
①
②

③

①食品群コード ・・・最初の2桁。
②標準食品番号 ・・・先頭から5桁。
③枝番コード ・・・数字・アルファベット2桁

①

②

③

⑤

⑥

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮ ⑯

⑰

⑱
⑲

⑧ ⑨

④

⑦
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4 ｇ単価 １ｇ当たりの単価を入力します。料理・献立の価格算出に使用します。
未入力の場合は、７．食品規格作成（Ｐ．22）に登録した最小の規格より計算
します。１．管理情報設定（Ｐ．8）の指定により、発注や納入時の規格の単価
から再計算しています。

5 報告区分 報告書の分類（区分）を入力します。
週報には週報で使用する食品分類を指定します。
月報には保健所提出用の報告書（月報）を出力する際に使用する分類を指
定します。
他月報は現在未使用です。指示がある場合に使用します。

6 基礎食品群 保護者配布用の献立予定表の「主な材料」欄に材料を表示させる区分を指
定します。
「その他」を選択すると、保護者配布用の献立予定表には表示しません。

7 発注サイクル 発注量をまとめる単位を指定します。
標準は「１日単位」で、使用する日ごとに発注数を計算します。
「１週単位」は一週間ごとに、「１ヶ月」は一ヶ月分を、「月上・下旬」は上旬
（１日から１５日まで）と下旬（１６日以降月末まで）に使用する分を、それぞれ
最初の日（月曜日、１日、１６日）にまとめて発注します。

8 終売区分 仕入先で商品の取扱が終了した場合にチェックします。
７．食品規格作成（Ｐ．22）では、取扱規格単位での終売の指定も可能です。

9 調味料区分 調味料の場合にチェックを付けます。
10 在庫区分 在庫管理（オプション機能）を行う食品はチェックします。
11 産地区分 基本産地の指定ができます。納入処理での変更も可能です。

週報や産地実績表を出力する際使用します。
12 発注数指示 注文書に表示する発注数の小数桁数と表示方法を指定します。

肉や野菜などで、小数第二位を四捨五入した数をｋｇ単位に注文するといっ
た細やかな注文書が作成できます。標準の場合は整数で表示します。

13 納入予定日 注文する食品を使用日の何日前までに納入してほしいか、希望を入力でき
設定 ます。発注処理での変更も可能です。

当日納入の場合は空白のまま使用します。
14 発注群 見積関係の画面や一部の帳票で使用するグループを指定します。

発注群は、４．報告書区分編集（Ｐ．15）で追加・変更できます。
15 栄養成分 １００ｇ当りの栄養価を入力します。

この栄養価を元に料理や献立、スケジュール、各種帳票で表示される栄養
価が計算されます。

16 アレルギー あてはまるものにチェックを付けます。
食品 料理・献立の作成画面や帳票で、アレルギー物質が含まれているか簡単に

確認できます。
17 食品規格作成 ７．食品規格作成（Ｐ．22）の画面を呼び出します。

（Ｆ３）
18 食品配合作成 ８．食品配合作成（Ｐ．24）の画面を呼び出します。

（Ｆ４）
19 学年別供給 ９．学年別供給作成（Ｐ．26）の画面を呼び出します。

作成（Ｆ１１）

　既存の食品をコピーして、新しい食品を追加することができます。
　（コピーする場合は、「参照作成」機能を使用します）

①食品コード欄に新しいコードを入力する
②参照作成欄にコピーしたい食品のコードを入力する
③画面にコピーしたい食品の登録情報が表示されるので、必要に応じて内容
　 を変更する
④登録する

食品のコピー
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　自動作成機能とは、コードの自動取得機能のことです。この機能を使用すること
で、新しく食品を追加する場合に使用していないコードを調べてコード欄に入力す
るという煩わしさを軽減できます。
　自動作成ボタンをクリックすると食品一覧が表示されます。食品一覧から食品を選
択すると、その食品の後で使用されていないコードを食品コード欄に表示します。
（一覧で選択したコードは参照コード欄に表示されます）

　１－１．契約情報（Ｐ．11）の区分2の指定により、自動作成されるコードの末尾が変
わります。チェックなしの場合は、アルファベットが表示されます。

　１－１．契約情報（Ｐ．11）の区分3の指定により、栄養成分の表示が変わります。

　１－１．契約情報（Ｐ．11）の区分４の指定により基礎食品群の選択肢が変わります。

　チェックなしの場合は、赤黄緑の三群表示から選択します。
　チェックありの場合は、一群～六群表示から選択します。

自動作成ボタンの機能

基礎食品群の表示

栄養成分の表示
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６－１．食品一覧

　登録されている食品の一覧を、食品群ごとに表示します。

No 項目名 内容
1 名前検索 表示された食品群から、食品名またはカナ名で食品を検索できます。

カナ検索 検索文字の入力後にEnterを押すと、検索結果を一覧部分に表示します。
2 食品群 選択した食品群に属する食品を、左側の一覧部分に表示します。

全ての食品を表示する場合は９９：【全食品検索】を選択します。
3 五十音順 食品の表示順を指定します。

仕入先順 表示されている食品をそれぞれカナ名の五十音順、同じ仕入先ごと、使用頻
使用頻度順 度の高い順に表示します。

4 配合表示 配合情報が登録された食品の行を選択すると、ボタンが使用可能になります。
選択した行の食品の配合情報を別画面で表示します。

5 終売食品表示 ６．食品作成（Ｐ．18）で終売区分にチェックした食品の表示／非表示を選択
／非表示 します。

6 五訂食品表示 ６．食品作成（Ｐ．18）の仕入先が未指定で、かつ５桁の食品コード（標準食品）
／非表示 の表示／非表示を選択します。

　１．管理情報設定（Ｐ．8）の指定によって、一覧の表示が変わります。

　アレルギーに1つでもチェックされた食品は、コード左側に＊印が付きます。

　「五十音順」ボタンを押さなくても、最初からカナ名の五十音順に表示します。

一覧の表示

①
②

③ ⑤④

一覧表示部分

⑥
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７．食品規格作成

　発注する商品の取り扱いサイズ（製品規格）を入力します。

No 項目名 内容
1 食品コード 規格を作成する食品を指定します。

６．食品作成（Ｐ．18）画面から呼び出した場合省略されます。
2 容量 全体可食容量をｇ数で入力します。

　・１ｋｇの場合はｇに換算し、1000（g）と入力します。
　・牛乳200mlはｇに換算した206（g）と入力します。
　・100ｇ×10個入りパックなどは、全体の容量1000（g）（＝100g×10個）
　　と入力します。

3 入数 入数を入力します。入数とは１つのケースに入っている梱包数のことです。
商品を１つ発注した場合、その商品がいくつ入ってくるかで判断します。
ケース数ではなく商品総数でのバラ発注に対応している場合や、キャベツ
1Kgなどの個数で注文しない商品の場合は、入数に１を入力します。
入数を入力すると、１個あたり容量を自動計算します。
　（入数の入力例）

・牛乳（200cc）を1本発注　・・・　牛乳1本入荷　＝　入数は1
・コロッケ（１００ｇ×１０個入りパック）を１個発注

  　・・・　コロッケ１０個（１パック）入荷　＝　入数は１０
4 規格名称 発注する際に使用する名称を入力します。

「１ｋｇ」「Ｍ（中玉）」「100ｇ×10個」等、どのサイズの商品かが判別できるよう
な名称を入力します。

5 単位名 規格ごとに単位を選択します。
6 規格単価 容量欄で入力した規格に対する単価を入力します。
7 発注主規格 複数の規格が登録されている場合、発注で使用する規格を1つだけ指定す

ることができます。
献立で個数指定した場合を除き、指定した規格で発注することができます。

8 発注コード 該当の仕入先独自の商品コードを指定します。
注文書では食品コードと発注コードのどちらかを選んで表示できます。

9 分類 該当の仕入先に指定された分類を入力します。
10 終売区分 仕入先で規格の取扱が終了した場合にチェックします。

６．食品作成（Ｐ．18）では、商品自体が終売になった場合の一括指定も可能
です。

①

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑩⑧

一覧表示部分

⑨

明細入力部分
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　規格を入力するときには明細入力部分の②～⑦を入力し、「登録（Ｆ６）」ボタンを
クリックして、１行ずつ登録していきます。

　パンの場合は発注と週報等の報告書の作成を考慮し、容量に出来上がり容量を、
規格名称に小麦粉重量を入力することを推奨しています。

　例）小麦粉重量５０ｇのパンの登録
・容量　・・・　75（ｇ）
・規格名称　・・・　50ｇ
・献立の使用量（報告書で使用）　・・・　75（ｇ）
・発注（300人分）　・・・　パン　50ｇ　300個

規格の登録

パンの登録

23



８．食品配合作成

　業者加工品などの配合の内容とその内訳を入力します。

　入力した内容は、週報や月報などの報告書に反映されます。

No 項目名 内容
1 食品コード 配合を登録する食品を指定します。

６．食品作成（Ｐ．18）から呼び出した場合省略されます。
2 食品コード 「食品コード」で指定した親食品に使用されている子食品を指定します。

(明細） できる限り五訂の食品（コードが５桁の商品）を選択するようにしてください。
3 按分率 明細で指定した子食品が親食品の何％を占めているかを指定します。

ごく微量で０．０１％に満たない場合、「０」を入力することもできます。
按分率の合計が１００％に満たない場合や、１００％を超えた場合でも登録
は可能です。

4 エクセル出力 ８－１．食品配合表作成（Ｐ．25）の画面を呼び出せます。

①

②

③

④
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８－１．食品配合表作成

　８．食品配合作成（Ｐ．24）で登録した配合の内容をＥｘｃｅｌ形式で出力します。

８－１－１．出力画面

８－１－２．出力帳票

　６．食品作成（Ｐ．
18）画面でアレル
ギー食品に１つで
もチェックが入って
いる食品が指定さ
れていた場合、そ
の子食品の配合率
の右欄に＊印が付
きます。

食品配合一覧表
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９．学年別供給作成

※１．管理情報設定（Ｐ．8）の対象パターンが［　：幼児・児童・生徒・成人］の場合のみ有効です。

 　この機能を使う場合、分量は個数でのみ指定できます。また、｢食品規格｣を登録しておく必要があります。

　小学校（児童）の学年単位で供給量を指定できます。小学生（児童）にのみ反映されます。

　供給個数と規格を各学年／低・中・高学年／低・高学年でそれぞれ指定できます。

No 項目名 内容
1 食品コード 学年別供給情報を登録する食品を指定します。

６．食品作成（Ｐ．18）画面から呼び出した場合省略されます。
2 食品規格（ｇ） 食品規格には、食品規格作成で登録されている「１個当り容量」にある数値

個数 のみ入力可能です。
学年別供給で指定した数量は発注に反映されますが、その場合１２．料理
作成（Ｐ．29）、１３．献立作成（Ｐ．34）では対象の２列目（児童）にここで指
定した小学３年生に供給する個数と供給量入力します。

使用材料・発注量の計算や報告書の｢児童｣の栄養価分析は、３年生の分量で行われます。
ただし、料理に登録されている食品規格と学年別供給で作成された３年生の規格が異なった場合は、
料理に登録されている規格が優先されます。

①

②
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１０．食品一括設定

　６．食品作成（Ｐ．18）で入力する内容の一部を指定した範囲で一括指定できます。

No 項目名 内容
1 食品群 一括入力する食品群を選択します。
2 ｇ単価 食品作成画面で入力した内容が表示されます。

～ 必要に応じて変更してください。
発注群

　継続して別の食品群の変更を行う場合は、必ず表示中の食品群の変更内容を更新
（Ｆ６）してから別の食品群へ移動します。
　更新（Ｆ６）せずに食品群を選択し直してしまうと、変更内容はクリアされます。

①
②

変更内容の保存
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１１．指定区分一括設定

　６．食品作成（Ｐ．18）で入力する発注数指示、発注群、調味料区分、仕入先を指定した範囲で一括指定できます。

No 項目名 内容
1 区分選択 一括設定する区分を選択します。

発注数指示区分、発注群、調味料区分、仕入先の中から指定します。
2 食品コード 一括設定する食品の範囲を入力します。
3 区分コード 一括設定する区分コードを選択します。

②

③

①
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１２．料理作成

　主菜、副菜などの料理を一品ずつ入力します。

　基本的な料理を前もって登録しておき、１３．献立作成（Ｐ．34）でその献立の中でだけ内容を変更することも可能です。

No 項目名 内容
1 料理コード 次の要領で作成しています。

（７桁）

新料理を追加登録する場合、「１１１０００１」や「３０１９９９９」のように、「調理形
態コード３桁＋４桁の数字」を使った７桁のコードを使用します。
ここで使用した調理形態コードは週報に反映されます。

2 料理名 料理名・ひらがな名・カナ名・配布用料理名を入力します。
～ ひらがな名は献立作成や帳票でひらがな表示を選択した場合に、料理名の
配布用料理名 代わりに使用します。

カナ名は料理一覧から料理を検索する場合に使用します。
配布用料理名は帳票で配布用料理名の表示を選択した場合に、料理名の
代わりに使用します。

3 料理分類 料理分類が指定できます。
１２－１．料理一覧（Ｐ．31）を表示する際、この料理分類ごとの表示に切
り替えることも可能です。

4 掛率 料理ごとに掛率を変更できます。初期値は管理情報設定画面で指定した掛
率を表示します。
１．００が指定された基準の対象を元に、その他の対象の供給数量を自動計
算します。

5 食品コード 料理に使用する食品のコードを入力します。
コードを指定すると、食品名が自動的に表示されます。

6 重量倍率 水を加えるとその重量が著しく増加する場合、その重量が増加する割合（ ％）
を指定します。

□□□○○○○
①

②

①料理形態コード ・・・最初の3桁。

①

②

③ ④

⑤ ⑥
⑦

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑧
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7 個数・使用量 １人当り供給量を各対象ごとに指定します。
掛率をもとに個数と使用量を自動計算させることができます。
ただし個数指定した食品に関しては、個数・使用量とも基準対象と同じ内容が
自動表示されます。
個数指定の場合、使用量には「個数」×食品規格で登録した「１個当り容量」
の数を入力します（使用量でダブルクリックすると規格の一覧を表示します）
個数に二分の一、四分の一を指定する場合小数（０．５、０．２５）で入力します。
　※割り切れない場合は個数に入力できる最大桁数まで小数で入力します。
個数と使用量を入力すると、指定した規格の単位を「単位」に自動表示します。
明細が入力されると、各対象の合計や栄養価が即時変更されます。

8 合計 表示した料理の1人当たり税込金額と合計摂取量を表示します。
9 アレルギー １２－２．アレルギー食品（Ｐ．32）の画面を呼び出せます。

表示 この料理に含まれるアレルギー物質が確認できます。
10 食品作成 ６．食品作成（Ｐ．18）の画面を呼び出します。

（Ｆ３）
11 規格作成 ７．食品規格作成（Ｐ．22）の画面を呼び出します。

（Ｆ４）
12 工程入力 １２－３．工程入力（Ｐ．32）の画面を呼び出します。

（Ｆ８）
13 指示書入力 １２－４．指示書入力（Ｐ．33）の画面を呼び出します。

（Ｆ１１） 入力した内容は献立作成や献立指示書などの帳票に反映されます。

　４）掛率の初期表示は、１．管理情報設定（Ｐ．8）の対象掛率情報の掛率の数
値を変更することで変えられます。

　管理しない対象の掛率は
「０」にします。
　全ての料理と献立の使用
量を変更した掛率で計算し
直す場合は、１３７．料理・
献立初期計算（Ｐ．200）を
実行します。

　２．学校作成（Ｐ．12）で入力した職員分（各クラスの担任、職員数、その他の合
計人数）の使用量は、原則各学校の最高学年と同量となります。
　ただし、１．管理情報設定（Ｐ．8）の指定により対象の４列目（成人）を利用して
職員分の使用量を入力することもできます。

　料理で使用している食品の並び（明細の行）を移動させることができます。

　例）８行目の清酒を7行目（６行目のしょうゆの下）に移動させたい
①行移動ボタンをクリックします。 ③移動させたい行の１行上（６行目）を
②８行目の清酒をクリックします。 　 クリックすると、移動終了です。

掛率の変更

職員分の使用量

行移動ボタンの機能
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１２－１．料理一覧

　登録されている料理の一覧を調理形態ごとに表示します。

No 項目名 内容
1 名前検索 表示されている調理形態の中で、料理名またはカナ名から料理を検索でき

カナ検索 ます。
入力された文字を含む料理を表示します。

2 調理形態 調理形態を選択すると、左側にその調理形態に含まれる料理が表示されま
す。
全ての料理を表示させたい場合は９９９：【全表示】を選択します。

3 使用頻度 表示されている料理を使用頻度の高い順に並べ直します。

　１．管理情報設定（Ｐ．8）の指定によって、一覧の表示が変わります。

　アレルギー食品に1つでもチェックが付いている食品の場合、コードの左側に
＊印が付きます。

　料理作成画面で指定した「料理分類」の分類ごとの表示や、「カナ名」の五十
音順の表示を選択できます。

一覧の表示

① ②

③
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１２－２．アレルギー食品

　表示されている料理に含まれているアレルギー食品を表示します。

　料理に使用している食品からアレルギー
食品の情報を取得し、表示します。
　チェックが入っている場合、その料理に
チェックが付いているアレルギー食品が含
まれていることを表しています。
　アレルギー食品の修正（チェックの付け
外し）は栄養価の表示と同様に、料理作
成ではできないようになっています。

１２－３．工程入力

　表示されている料理の調理工程を入力します。

　工程の内容は、
料理作成の登録
ボタンで料理情報
と一緒に登録され
ます。
　入力が終了した
ら「戻る（Ｆ１０）」ボ
タンをクリックして
料理作成の画面に
戻り、料理作成画
面の「登録（Ｆ６）」
ボタンをクリックして
登録してください。

アレルギー食品

工程の登録
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１２－４．指示書入力

　表示されている料理の調理指示の内容を入力します。

　入力した内容は、献立の１３－３．指示書入力（Ｐ．39）や８１．料理指示書作成（Ｐ．144）などに反映されます。

　下処理には直接入力する以外に、切方で選択した内容を入力することもできます。
　（下処理で一度Enterを押下すると、切方で指定した内容に追加入力ができます）
　切方（切り方区分）の内容は、４．報告書区分編集（Ｐ．15）で使いやすいように変
更することも可能です。

　調理指示情報の内容は料理情報と一緒に登録されます。
　入力が終了したら「戻る（Ｆ１０）」ボタンをクリックして料理作成の画面に戻り、料理作
成画面の「登録（Ｆ６）」ボタンをクリックして登録してください。

切方と下処理

調理指示情報の登録

33



１３．献立作成

　一食分の献立を入力します。

　栄養成分やアレルギーなどの内容を確認しながら作成することができます。

１３－０－１．ヘッダ部分

No 項目名 内容
1 献立コード 献立のコードは７桁以内の任意の数字で作成します。

（７桁以内） 献立スケジュールから新しく献立を作成する場合、コード欄には「和暦２桁＋
予定月２桁＋予定日２桁＋スケジュールＮｏ.１桁」の７桁のコードが自動的に
表示されます。

2 参照コード すでに登録してある献立データをコピーして新たな献立を作成する場合に
コピーしたい献立のコードを入力します。

3 献立名 新しく献立を作成する場合、登録した料理の名称や食品の略名が自動的に
表示されます。直接変更することも可能です。

4 主食区分 主食区分を入力します。
「７：その他」の場合は主食がなくても献立を登録できます。

5 掛率 入力する料理や食品ごとに掛率を変更できます。
１．００が指定された基準の対象を元に、その他の対象の供給数量を自動計
算します。

6 合計金額・重量 一人当たりの税込み金額と合計摂取量が表示されます。

8 アレルギー １３－１．アレルギー食品（Ｐ．38）の画面を呼び出します。
表示 この献立に含まれるアレルギー物質が確認できます。

7 食品作成 ６．食品作成（Ｐ．18）の画面を呼び出します。
（Ｆ４）

8 規格作成 ７．食品規格作成（Ｐ．22）の画面を呼び出します。
9 料理作成 １２．料理作成（Ｐ．29）の画面を呼び出します。

（Ｆ３）

①
②

③

④ ⑤

⑦
⑧

⑨

⑫

⑩

⑥

⑪

⑬
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10 漢字名⇔ひら 献立名と料理名の通常表示とひらがな表示の切替ができます。
がな名

11 料理登録 料理作成画面を呼び出すことなく、献立に使用した料理を新しい料理として
追加登録できます。

12 グラフ表示 １３－２．グラフ表示（Ｐ．38）の画面をＥｘｃｅｌ形式で呼び出せます。
栄養バランスをレーダーチャート型のグラフで確認できます。

　４）掛率の初期表示は、１．管理情報設定（Ｐ．8）の対象掛率情報の掛率の数値
を変更することで変えられます。

　管理しない対象の掛率は
「０」にします。
　全ての料理と献立の使用
量を変更した掛率で計算し
直す場合は、１３７．料理・
献立初期計算（Ｐ．200）を
実行します。

　「料理登録」ボタンをクリックすると、献立作成で変更を加えた料理を新しい料理と
して追加登録することができます。
　登録確認メッセージが表示されたら、「ＯＫ」を選択します。

　新料理の料理コードは元の料理より後で未使用のコードを自動的に取得します。
　同じ料理名の料理が既に登録されている場合、確認メッセージを表示します。

　新料理が登録されると、１２．料理作成（Ｐ．29）画面で登録された料理を表示しま
す。カナ名や配布用料理名等献立作成画面に表示されない項目は必要に応じて
変更します。

「料理登録」機能について

掛率の変更
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１３－０－２．明細部分

No 項目名 内容
1 区分 データの区分を指定します。

　・料理を入力する場合は「料理」を選択します。
　・料理で使用する食品を入力する場合は「↑」を選択します。
　・単品食品を入力する場合は「食品」を選択します。

2 コード 使用する食品の食品コード、又は使用する料理の料理コードを入力します。
１）の区分によりどちらのコードが入力できるか決まります。

3 主食 2）のコード欄で入力した食品又は料理が主食になる場合、チェックを入れます。
ここで指定した内容が週報に反映されます。

4 調理形態 単品食品を使用する場合のみ、その調理方法を指定します。
ここで指定した調理形態は週報に反映されます。

5 直送 センターの場合で、学校に直接納品してもらう場合に指定します。
発注に反映されます。

6 重量倍率 水を加えるとその重量が著しく増加する場合、その重量が増加する割合（ ％）
を指定します。

7 個数・使用量 １人当り供給量を各対象ごとに指定します。
掛率をもとに個数と使用量を自動計算させることができます。
ただし個数指定した食品に関しては、個数・使用量とも基準対象と同じ内容
が自動表示されます。
個数指定の場合、使用量には「個数」×食品規格で登録した「１個当り容量」
の数を入力します（使用量でダブルクリックすると規格の一覧を表示します）
個数に二分の一、四分の一を指定する場合小数（０．５、０．２５）で入力します。
　※割り切れない場合は個数に入力できる最大桁数まで小数で入力します。
個数と使用量を入力すると、指定した規格の単位を「単位」に自動表示します。
明細が入力されると、各対象の合計や栄養価が即時変更されます。

8 指示書入力 １３－３．指示書入力（Ｐ．39）の画面を呼び出し、指示内容を入力します。
入力した内容は献立指示書などの帳票に反映されます。

① ②
③ ④

⑦

⑨

⑧ ⑩

⑤ ⑥
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9 注意点 １３－４．注意点（Ｐ．39）の画面を呼び出します。
献立の注意点を入力できます。

10 構成プレビ １３－５．構成プレビュー（Ｐ．40）の画面をＥｘｃｅｌ形式で呼び出します。
ュー 献立に入力した料理、食品の栄養量や配合内容などのより詳細な献立の構

成内容が確認できます。

　２．学校作成（Ｐ．12）で入力した職員分（各クラスの担任、職員数、その他の
合計人数）の使用量は、原則各学校の最高学年と同量となります。

　ただし、１．管理情報設定（Ｐ．8）の指定により対象の４列目（成人）を利用し
て職員分の使用量を入力することもできます。

　献立で使用している料理や単品食品、また同じ料理の中で使用している食品の
並び（明細の行）を移動させることができます。

　例）きつねうどんの中の９行目の清酒を、７行目のしょうゆの下（＝８行目）に移動さ
　　　せたい場合

①画面左下にある、行移動ボタンをクリックします。
　間違えてボタンを押してしまった場合は、「取消（Ｆ９）」
ボタンをクリックすると行移動を中止できます。

②９行目の清酒をクリックします。

③移動させたい行（８行目）の１行上（＝７行目）をクリックすると、移動終了です。

職員分の使用量

行移動ボタンの機能
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１３－１．アレルギー食品

　表示されている献立に含まれているアレルギー食品を表示します。

　献立に使用している食品からアレルギー
食品の情報を取得し、表示します。
　チェックが入っている場合、その献立に
チェックが付いているアレルギー食品が含
まれていることを表しています。
　アレルギー食品の修正（チェックの付け
外し）は栄養価の表示と同様に、献立作
成ではできないようになっています。

１３－２．グラフ表示

　表示されている献立の栄養バランスをレーダーチャート型のグラフで表示します。

アレルギー食品
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１３－３．指示書入力

　表示されている献立の指示内容を入力します。

　入力した内容は、調理指示書、給食日報（材料表）などに反映されます。

　調理指示情報の内容は献立情報と一緒に登録されます。
　入力が終了したら「戻る（Ｆ１０）」ボタンをクリックして献立作成の画面に戻り、献立
作成画面の「登録（Ｆ６）」ボタンをクリックして登録してください。

１３－４．注意点

　表示されている献立の注意点を入力します。

　注意点の内容は献
立情報と一緒に登録
されます。
　入力が終了したら
「戻る（Ｆ１０）」ボタン
をクリックして料理作
成の画面に戻り、献
立作成画面の「登録
（Ｆ６）」ボタンをクリッ
クして登録してくださ
い。

注意点の登録

調理指示情報の登録
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１３－５．構成プレビュー

　表示されている献立の詳細な情報をＥｘｃｅｌ形式で確認できます。

　構成プレビューボタンをクリックすると、配合内訳の印刷の選択画面が表示されま
す。

　「はい」を選択すると、食品の配合内容
まで表示された帳票を出力します。
　配合内容は、食品コードと食品名を右
に下げて表示します。

　「いいえ」を選択した場合は、配合内容
の表示されていない帳票が出力されます。

配合内訳の印刷
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１３－６．分析

　表示されている献立の食材分析用の画面が表示されます。

　献立の主食によって、【パン】または【米飯】のどちらかに表示します。

No 項目名 内容
1 食品調査 使用食品調査と置換え処理のどちらを実行するかを選択します。

置換え（料理 置換え処理を行う場合は、実行前にあらかじめ１１４．全データバックアップ
のみ） （Ｐ．183）か、１０７．料理バックアップ（Ｐ．180）で、料理情報のバックアップ

を取っておくことをお勧めします。
2 食品コード 「食品調査」を選択した場合有効です。

～ 調査したい食品を指定し、調査する対象（料理・献立）にチェックを付けま
献立 す。

3 食品コード 「置換え（料理のみ）」を選択した場合有効です。
～ 　・食品を置き換える場合は上部に置換え前の食品の食品コードを入力し、
一個容量 　　下部に置換え後の食品コードを入力します。

　・同食品の別規格に変更する場合のみ食品規格の置き換えが可能です。
　　食品規格を置き換える場合は上部に置換え前の食品の食品コードと規
　　格容量を入力し、下部に置換え後の規格容量を入力します。
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１４．使用食品調査・置換え処理

　指定した食品が、どの料理や献立で使われているかを確認することができます。

　料理のみ、指定した食品Ａから食品Ｂへ、また同じ食品Ａで食品の規格Ｃから規格Ｄへと一括変更することも可能です。

No 項目名 内容
1 食品調査 使用食品調査と置換え処理のどちらを実行するかを選択します。

置換え（料理 置換え処理を行う場合は、実行前にあらかじめ１１４．全データバックアップ
のみ） （Ｐ．183）か、１０７．料理バックアップ（Ｐ．180）で、料理情報のバックアップ

を取っておくことをお勧めします。
2 食品コード 「食品調査」を選択した場合有効です。

～ 調査したい食品を指定し、調査する対象（料理・献立）にチェックを付けま
献立 す。

3 食品コード 「置換え（料理のみ）」を選択した場合有効です。
～ 　・食品を置き換える場合は上部に置換え前の食品の食品コードを入力し、
一個容量 　　下部に置換え後の食品コードを入力します。

　・同食品の別規格に変更する場合のみ食品規格の置き換えが可能です。
　　食品規格を置き換える場合は上部に置換え前の食品の食品コードと規
　　格容量を入力し、下部に置換え後の規格容量を入力します。

①

②

③
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１４－０－１．食品調査結果
（料理） （献立）

１４－０－２．置換え（料理のみ）結果
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起動と終了のしかた２．翌月献立計画
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②翌月献立計画

＊１６・１７のどちらか、または両方で処理

◎ １６．献立スケジュールカレンダー処理 Ｐ． 49

１日１食（昼のみ）の予定が立てられます。

◎ １７．献立作成(詳細) Ｐ． 50

朝・昼・夜の献立や選択献立（セレクト献立）・バイキング献立など、１日に複数の予
定が立てられます。１食あたりの平均栄養価や食材の分析も可能です。

一ヶ月の献立スケジュールを作成します。
複数の学校を受け持っている場合、小学校用・中学校用などの複数の予定を作
成できます。
献立スケジュールを作成しながら、１３．献立作成を呼び出し献立を作成すること
もできます。

◎ ２５．学校別献立入力 Ｐ． 62

作成した予定と管理する学校の組合せを行います。

＊２６・２７のどちらかで処理

◎ ２６．予定人員変更（クラス別） Ｐ． 64

◎ ２７．予定人員変更(学校別) Ｐ． 65

発注前に食数の変更を行います。発注後は実施人員変更処理で変更します。
選択献立（セレクト献立）・バイキング献立の場合、献立ごとに予定人数（食数）の
入力が必要です。予定人員変更はクラス別、または学校別に処理できます。
１００．実施人員表を作成する場合は、クラス別で処理する必要があります。

※クラス別の処理で登録した場合、学校別にも反映されます。
　 しかし学校別の処理で登録した場合、各学年の合計人数で処理を行うためクラ
　 ス別で改めて処理することができません（各学年の１クラスに集計されます）

２６．予定人員変更（クラス別） ２７．予定人員変更(学校別)

２７．予定人員変更(学校別) ２６．予定人員変更（クラス別）

８９．実施人員変更（クラス別） ８９．実施人員変更（クラス別）

９０．実施人員変更（学校別） ９０．実施人員変更（学校別）

◎は必須作業です。

一ヶ月の献立予定（スケジュール）の作成

予定人員変更（クラス別）と予定人員変更

一ヶ月の予定人数の入力

47



１５．カレンダー登録

　物資の受入（納入）に関わる休日の指定や、学校行事などのメモを入力します。

No 項目名 内容
1 年月 休日の指定やメモを入力するカレンダーの年月を指定します。
2 カレンダー 物資の受入（納入）ができない日のチェックボックスにチェックを付けます。

チェックを付けると、発注や納入の納入予定日に反映されます。
チェックボックスと日付の下の部分には簡単なメモも入力できます。
祝日は自動的にチェックされ、メモ欄に祝日名が表示されます。

　継続して別の月の入力を行う場合は、必ず「登録（Ｆ６）」してから行ってください。
　登録前に別の月へ移動してしまうと、その月の入力内容はクリアされます。

注意

②

①
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１６．献立スケジュールカレンダー処理

　1ヶ月の献立予定（スケジュール）をカレンダー形式で作成します。

No 項目名 内容
1 年 献立を作成する年月を指定します。

月 同じ月に複数のスケジュールを作成する場合は、新しいナンバーを付けて入
No 力します。

2 参照作成 同じ年月度のスケジュールをコピーして作成することができます。
3 献立取消 カレンダーから選択した日の献立の指定を取り消す（クリアする）場合に使用

(F3) します。取り消す日をカレンダーで選択してから、ボタンを押します。
4 献立作成 １３．献立作成（Ｐ．34）の画面を呼び出します。

(F4) カレンダーで指定した日に新しく献立を作成する場合に使用します。
カレンダーの日付とＮｏから、７桁の献立コードを自動的に表示します。
すでに献立が入力された日を選択すると、登録された献立の内容の確認や
変更が可能です。

5 削除(F7) 表示されているカレンダーの献立スケジュール（全体）を削除します。
※献立取消と間違えやすいのでご注意ください。

　終了ボタンをクリックすると、２５．学校別献立入力（Ｐ．62）の実行を確認するメッセ
ージが表示される場合があります。

　このメッセージは「登録（Ｆ６）ボタンを一
度でもクリックして献立スケジュールを登録
した場合表示されるようになっています。

　「はい」を選択すると、２５．学校別献立入
力（Ｐ．62）の画面が表示されます。

　そのまま終了する場合は「いいえ」を選択してください。

学校別献立入力画面の表示

① ②

③ ④ ⑤
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１７．献立作成(詳細)

　1ヶ月の献立予定（スケジュール）を、月曜日～土曜日までの1週間単位で確認しながら作成できます。

　食材や栄養価の分析、複数の献立の指定（朝昼晩の献立、選択献立、バイキング献立など）も可能です。

No 項目名 内容
1 スケジュールＮｏ．スケジュールＮｏ．は任意の数字で作成できます。

西暦4桁＋月2桁＋1～9の任意の数字1桁の7桁で作成すると、１６．献立スケ
ジュールカレンダー処理（Ｐ．49）で作成したスケジュールでも管理できます。

2 参照Ｎｏ． 同じ月に作成したスケジュールをコピーして作成する場合に使用します。
3 栄養素表示 現在表示されている栄養素や、６）分析（Ｆ５）で表示させる１７－１．１日当たり

範囲 平均摂取量（Ｐ．52）画面の表示範囲の確認や変更ができます。
4 日付 一食分の献立を指定します。

～ 食フラグを変更することで、朝昼晩の献立を指定することができます。
連番 献立区分を変更することで、選択（セレクト）献立やバイキング献立を指定する

ことができます。
一食分の献立の登録と削除は、連番の右側にある登録ボタン、削除ボタンを
使用します。

5 範囲(Ｆ３) ３）の栄養素表示範囲（食事区分・日付指定）を変更する場合に使用します。
１７－１．１日当たり平均摂取量（Ｐ．52）画面の表示内容もこの範囲で表示さ
れます。

6 分析（Ｆ５） １７－１．１日当たり平均摂取量（Ｐ．52）の画面を呼び出します。
7 献立作成 １３．献立作成（Ｐ．34）の画面を呼び出せます。

(F4) カレンダーで指定した日に新しく献立を作成する場合に使用します。
すでに献立が入力された日を選択すると、登録された献立の内容の確認や
変更が可能です。

8 献立試案グラフ ５）範囲（Ｆ３）の指定範囲で１９．献立試案グラフ(Excel)（Ｐ．54）を表示します。

①

②

③

④

⑥

⑤

⑧

⑦ ⑨

⑩
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9 試案削除(F7) 表示されている献立スケジュール（全体）を削除します。
一食分の献立だけを取消（クリア）する場合は、４）日付～連番の右側にある
削除ボタンを使用します。

10 構成プレビュー ４）日付～連番で指定した献立の、１３－５．構成プレビュー（Ｐ．40）を表示
します。

　明細の入力時、食フラグを変更することで朝昼晩の献立の登録が可能です。

　明細の入力時、献立区分と連番を変更することで選択献立やバイキング献立の登
録が可能です。
　連番は献立を区別するための個別番号で、1から99までの数字を指定できます。

朝昼晩の献立の入力

選択献立（セレクト献立）・バイキング献立の入力
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１７－１．１日当たり平均摂取量

　１７．献立作成(詳細)（Ｐ．50）で指定した範囲の食材分析用の画面が表示されます。

No 項目名 内容
1 基準値比較 摂取量の右欄に表示する値を、基準値と比較値で切り替えて表示できます。

（Ｆ５）

①
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１８．献立使用分析表

　1ヶ月の献立予定（スケジュール）の食材分析を確認できます。

１８－０－１．出力画面

１８－０－２．出力帳票
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１９．献立試案グラフ(Excel)

　　1ヶ月の献立予定（スケジュール）の栄養バランスの平均値をレーダーチャート型のグラフで表示します。

１９－０－１．出力画面

１９－０－２．出力帳票
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２０．献立食品調査表

　　1ヶ月の献立予定（スケジュール）に含まれるアレルギー食品を、料理単位で確認できます。

２０－０－１．出力画面

２０－０－２．出力帳票
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２１．献立日程表（試案）

　　1ヶ月の献立予定（スケジュール）の栄養価を献立単位で確認できます。

２１－０－１．出力画面

２１－０－２．出力帳票（プレビュー）
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２１－０－３．出力帳票（Ｅｘｃｅｌ形式）
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２２．献立スケジュール表

　　1ヶ月の献立予定（スケジュール）の栄養価を料理単位にＥｘｃｅｌ形式で確認できます。

２２－０－１．出力画面

２２－０－２．出力帳票
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２３．献立表（試案）

　　1ヶ月の献立予定（スケジュール）を献立単位にＥｘｃｅｌ形式で確認できます。

２３－０－１．出力画面

２３－０－２．出力帳票
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２４．献立使用材料表

　　1ヶ月の献立予定（スケジュール）に使用する材料を、献立単位で確認できます。

２４－０－１．出力画面

２４－０－２．出力帳票（プレビュー）
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２４－０－３．出力帳票（Ｅｘｃｅｌ形式）
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２５．学校別献立入力

　作成した1ヶ月の献立予定（スケジュール）と管理する学校の組合せを行います。

　学校ごとに異なるスケジュールの指定も可能です。

No 項目名 内容
1 予定年月 組合せを行う年月を指定します。
2 試案コード 表示された学校ごとにあてはめる1ヶ月の献立予定（スケジュール）のコードを

指定します。
3 使用できる 指定した年月に登録されている1ヶ月の献立予定（スケジュール）の一覧が表

スケジュール 示されます。

　単独校の場合も組み合わせが必要です。

　複数学校で統一献立を使用する場合、1行目に試案コードを指定してから「実行」
ボタンをクリックすると、2行目以降の試案コードをコピーして入力の手間を省くことが
できます。
　複数の献立スケジュールを使用する場合でも、1～5行目までは小学校用の献立、
6～10行目は中学校用の献立のような場合、1行目と6行目に試案コードを指定して
「実行」ボタンをクリックすると、2～5行目に1行目の試案コード、7～10行目に6行目
の試案コードをコピーすることができます。

①

②

③

単独校の入力

統一献立の入力
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　１．管理情報設定（Ｐ．8）の指定によって、グループが入力できるようになります。

　初期表示では２．学校作成（Ｐ．12）で登録されたグループごとに表示されます
が、学校ごとの表示も可能です。

　学校ごとに個別に表示したい場合は、グルー
プ指定の場合のみ画面下部に表示される「個
別指定」ボタンをクリックします。
　初期値は２．学校作成（Ｐ．12）で登録された
グループが表示されますが、変更も可能です。

グループの入力
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２６．予定人員変更（クラス別）

　２５．学校別献立入力（Ｐ．62）後、学校行事等による予定人数の変更を行います。

　クラスごとに１日単位で変更できます。

No 項目名 内容
1 学校コード 人数変更を行う学校を指定します。
2 指示日 人数変更を行う年月を指定します。
3 食事区分 人数変更を行う献立を指定します。

～
連番

4 学年／クラス クラス単位で人数の変更を行います。
人数入力欄 選択献立（セレクト献立）・バイキング献立を使用する場合は、献立ごとの食

数を必ず入力します。
5 職員 担任以外の職員の人数を入力します。

２．学校作成（Ｐ．12）画面の「その他」と「職員数」の欄に入力した人数を加算
して表示します。

6 牛乳除外 学年ごとに牛乳除外者数を指定します。
各クラスには、牛乳除外者数を含む人数を指定します。

①

②

③

④

⑤

⑥
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２７．予定人員変更(学校別)

　２５．学校別献立入力（Ｐ．62）後、学校行事等による予定人数の変更を行います。

　学校ごとに１ヶ月単位で変更できます。

No 項目名 内容
1 学校コード 人数変更を行う学校を指定します。
2 予定年月 人数変更を行う年月を指定します。
3 人数入力欄 学年単位で人数の変更を行います。

選択献立（セレクト献立）・バイキング献立を使用する場合は、献立ごとの食
数を必ず入力します。

4 牛乳除外人数 学年単位で牛乳除外者数の人数の変更を行います。
入力欄 各学年の人数には、牛乳除外者数を含む人数を指定します。

　１００．実施人員表（Ｐ．171）を作成する場合は、２６．予定人員変更（クラス別）（Ｐ．64）で
処理する必要があります。
　予定人員変更(学校別)で処理した後、２６．予定人員変更（クラス別）（Ｐ．64）で改めて
処理することはできません（各学年の１クラスに合算されます）ので、ご注意ください。

クラス別実施人員表の作成

①

②
③ ④
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２８．献立日程表（予定）センター合計

　　２５．学校別献立入力（Ｐ．62）後、1ヶ月の献立予定（スケジュール）の栄養価を献立単位で確認できます。

２８－０－１．出力画面

２８－０－２．出力帳票
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２９．献立日程表（予定）

　　２５．学校別献立入力（Ｐ．62）後、指定した学校ごとの1ヶ月の献立予定（スケジュール）の栄養価を、献立単位で確認できます。

２９－０－１．出力画面

２９－０－２．出力帳票
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３０．週間献立予定表

※１．管理情報設定（Ｐ．8）の対象パターンが［　：幼児・児童・生徒・成人］の場合のみ有効です。

　　２５．学校別献立入力（Ｐ．62）後、1ヶ月の献立予定（スケジュール）の使用食材を、週単位にＥｘｃｅｌ形式で表示します。

３０－０－１．出力画面

３０－０－２．出力帳票
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３１．献立表（予定）センター合計

　　２５．学校別献立入力（Ｐ．62）後、1ヶ月の献立予定（スケジュール）を献立単位で確認できます。

３１－０－１．出力画面

３１－０－２．出力帳票
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３２．献立表（予定）学校別

　　２５．学校別献立入力（Ｐ．62）後、1ヶ月の献立予定（スケジュール）を指定した学校ごとに献立単位で確認できます。

３２－０－１．出力画面

３２－０－２．出力帳票
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３３．献立予定表(ExcelB4)

　　保護者配布用の1ヶ月の献立予定表をＥｘｃｅｌ形式で出力できます。

３３－０－１．出力画面

３３－０－２．出力帳票
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３４．献立予定表(ExcelB4六群)

　　保護者配布用の1ヶ月の六群の献立予定表をＥｘｃｅｌ形式で出力できます。

３４－０－１．出力画面

３４－０－２．出力帳票
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３５．献立予定表(ExcelA3)

　　保護者配布用の1ヶ月の献立予定表をＥｘｃｅｌ形式で出力できます。

３５－０－１．出力画面

３５－０－２．出力帳票
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３６．日別食品使用量表（献立）

　６．食品作成（Ｐ．18）で指定した発注群ごとにまとめて、日別の使用量を確認できます。

３６－０－１．出力画面

３６－０－２．出力帳票

74



３７．献立使用材料表（予定）

　　２５．学校別献立入力後、1ヶ月の献立予定（スケジュール）に使用する材料を、献立単位で確認できます。

３７－０－１．出力画面

３７－０－２．出力帳票（プレビュー）
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３７－０－３．出力帳票（Ｅｘｃｅｌ形式）
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３８．クラス別人数表（予定人員）

　　２５．学校別献立入力（Ｐ．62）後、予定人数を学校のクラス単位で確認できます。

３８－０－１．出力画面

３８－０－２．出力帳票（小学校）
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３８－０－３．出力帳票（小学校以外）
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３９．献立試案エラーメッセージ解説

　給食システムを立ち上げてから終了するまでの間に、献立や一ヶ月の献立スケジュール作成で表示されたエラーの内

　容を確認できます。

　表示されるメッセージは、学校給食管理システムを終了するとクリアされます。
　プリンタボタンをクリックすると、現在表示されている画面のハードコピーを印刷する
ことができます。

　メッセージは処理名（エラー表示されたプログラム名）と発生時刻ごとに「Ｎｏ．」が割
り当てられます。「Ｎｏ．」は１から始まります。
　何度か同じ処理を実行し同じエラーが発生した場合は、同じメッセージが何行か表
示されます。一回分のエラー内容は、「Ｎｏ．」が１から通し番号がついている部分まで
の範囲についてご確認ください。

メッセージ内容のクリア

メッセージの内容
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３．発注

81
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③発注

◎ ４０．まとめ発注処理 Ｐ． 84

発注数量の計算を行います

５１．見積書作成 Ｐ． 97

④見積（入札） Ｐ． 111

４４．発注確定処理 Ｐ． 88

翌月分発注データ作成で計算された結果を元に、単価や発注数量、仕入先など
の発注内容の変更を行います。
使用日順・食品コード順・発注群順・業者指定の４つの表示形式で作業できます。
５１．見積書作成を使用した場合、決定した見積の結果（単価や仕入先）をこの処
理で入力します。

５２．物資注文書作成 Ｐ． 99

プレビュー・Excel形式の注文書を作成します。
「管理情報設定」の「物資注文書用紙区分」により、４種類の注文書を作成
できます。

５４～５５．物資注文書作成 Ｐ． 103

Excel形式の注文書を作成します。
各対象・学校・グループごとにまとめて作成できます。

５６．オンライン発注と確認処理 Ｐ． 105

該当の仕入先への発注データを画面で確認し、Web発注データを作成して送信
します。
※オンライン発注を行う場合、仕入先側でも、データを受け取る準備が必要です。
※使用しているPCにインターネットの接続環境がない場合は、５７．データ出力を
　 実行しＷｅｂ発注用のデータをＵＳＢメモリ等に作成して、他のＰＣか
　 らWeb発注を行います。
　 （ＵＳＢメモリ等をそのまま送付することも可能です）

◎は必須作業です。

注文書の作成

見積処理
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４０．まとめ発注処理

　入力された食品規格と、１か月分の献立計画（スケジュール）や予定人員変更で入力した人数の情報から、発注数量を

　自動計算します。

No 項目名 内容
1 処理方法 発注データを一ヶ月分作成するか、指定した日だけ作成するかを選択します。

見積作成後に人数が変わり、発注数が変更になった場合などに「指定日のみ
作成」を使用し、指定した日の分のみ発注数を再計算できます。
「指定日のみ作成」を選択する場合、発注する月の一ヶ月分の発注データを
前もって作成しておくことが必要です。また、６．食品作成（Ｐ．18）の発注サイ
クルで、「１日単位」以外を選択している食品は再計算されません。

2 指定日 処理方法で「指定日のみ作成」を選択した場合に指定できます。
既に注文書を出力した場合は再発行してください。

　１．管理情報設定（Ｐ．8）の指定によって、発注数量の表示桁数が変わります。

　「１：端数発注」を指定した場合発注数量は全て小数第２位まで表示されます。
　「０：システム標準」を指定した場合は、６．食品作成（Ｐ．18）で指定した発注
数指示区分により表示方法と桁数が変わります。

　１．管理情報設定（Ｐ．8）の指定によって、発注形態が変わります。

　グループ献立区分で「１：運用する」を指定した場合、グループごとに発注量を
計算します。発注対象区分は自動的に「２：対象別で計算」が指定されます。
　「１：学校別で計算」を指定した場合、管理する学校ごとに計算します。
　「２：対象別で計算」を指定した場合、対象ごとに計算します。
　「３：幼児／児童生徒／成人で計算」を指定した場合、幼児、児童生徒、成人
ごとに計算します。

発注数量の計算（表示桁数）

発注数量の計算（発注形態）

①

②
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４１．発注明細チェックリスト（使用日別）

　使用日ごとに発注する内容を確認できます。

４１－０－１．出力画面

４１－０－２．出力帳票
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４２．発注明細チェックリスト（食品別）

　食品ごとに発注する内容を確認できます。

４２－０－１．出力画面

４２－０－２．出力帳票
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４３．日別食品使用量表

　６．食品作成（Ｐ．18）で指定した発注群ごとにまとめて、日別の使用量や発注内容を確認できます。

４３－０－１．出力画面

４３－０－２．出力帳票
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４４．発注確定処理

　４０．まとめ発注処理（Ｐ．84）で自動計算した発注内容の確認や変更が可能です。

No 項目名 内容
1 表示 発注明細の表示方法を指定できます。
2 表示範囲の 明細を表示させる条件（表示範囲）を指定します。

指定 選択した明細の表示方法により指定できる範囲は異なります。
　　使用日順表示・・・「西暦４桁+月２桁+日２桁」の８桁で指定します
　　食品順表示・・・枠内でダブルクリックすると、今回発注する商品の一覧を
　　　　　　　　　　　　呼び出します
　　見積用分類順・・・枠内でダブルクリックすると、見積用分類一覧を呼び
　　　　　　　　　　　　　 出します
　　仕入先順・・・枠内でダブルクリックすると、仕入先一覧を呼び出します

　１．管理情報設定（Ｐ．8）の指定によって、明細の仕入先欄の表示が変わります。

　「１：初期化する」を指定して４０．まとめ発注処理（Ｐ．84）を実行すると、４４．
発注確定処理（Ｐ．88）の仕入先欄に６．食品作成（Ｐ．18）で指定した仕入先
が初期表示されないようになります。

　１．管理情報設定（Ｐ．8）の指定によって、入力した規格単価と仕入先をマスタに
反映させることができます。

仕入先の表示

単価と仕入先の更新

②

①
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　明細欄の項目は下記の通り横一列に並んでいます。明細画面下に表示されて
いる横スクロールバーを動かして表示を切り替えてください。
　背景色が白色、または緑色の項目は入力項目です。

　①表示で「食品順表示」または「見積用分類順」を指定すると、「食品範囲集計」ボ
タンが画面右下に表示されます。
　同じ食品でなおかつ同じ規格を使用している場合、指定した範囲の発注数量を集
計することができます。

１．「食品範囲集計」ボタンをクリックします。
２．集計したい範囲の開始行をクリックします。
３．集計したい範囲の終了行をクリックします。
４．集計結果が別画面で表示されます。

　「集計」ボタンをクリックすると、集計結果を集計開始行に表示します。
　「元に戻る」ボタンをクリックすると、集計する前の状態に戻ります。

食品範囲集計機能

明細欄の項目

１

２

３
４
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４５．発注条件設定（今回発注商品）

　６．食品作成（Ｐ．18）で入力した、発注条件の内容の確認や変更が可能です。
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４６．対象別発注確定（使用日別）

※１．管理情報設定（Ｐ．8）の発注対象区分が［０：センター一括計算］以外の場合のみ有効です。

　各対象または学校ごとに、翌月分発注データ作成で自動計算した発注内容の確認や変更が可能です。

No 項目名 内容
1 使用日範囲 表示範囲を指定します。
2 使用日 使用日、食品、規格、仕入先を入力します。

～ 食品、規格、仕入先はダブルクリックすると一覧が表示されますので、一覧か
仕入先 ら選択してください。

3 発注数計 発注数内訳の合計が表示されます。
発注数計から発注数内訳に発注数を按分入力することもできます。

4 発注数内訳 学校、または対象ごとに発注数量が表示されます。

　１．管理情報設定（Ｐ．8）の指定によって、発注数内訳の表示が変わります。

　グループ献立区分で「１：運用する」を指定した場合、グループごとに内訳が表
示されます。
　「１：学校別で計算」を指定した場合、管理する学校ごとに表示します。
　「２：対象別で計算」を指定した場合、対象ごとに表示します。
　「３：幼児／児童生徒／成人で計算」を指定した場合、幼児、児童生徒、成人
ごとに表示します。

　入力した発注数計から発注数内訳に発注数量を按分表示させたい場合、「発注数
計より按分」ボタンをクリックし、按分させたい食品の発注数計欄に総発注数を入力
し、Ｅｎｔｅｒを押下します。
　発注数は按分前の元発注量の比率に応じて計算されます。

発注数内訳の表示

発注数計からの按分入力

④
③

①

②
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４７．対象別発注確定（食品別）

※１．管理情報設定（Ｐ．8）の発注対象区分が［０：センター一括計算］以外の場合のみ有効です。

　各対象または学校ごとに、翌月分発注データ作成で自動計算した発注内容の確認や変更が可能です。

No 項目名 内容
1 表示開始食品 表示範囲を指定します。
2 食品名 食品、規格、使用日、仕入先を入力します。

～ 食品、規格、仕入先はダブルクリックすると一覧が表示されますので、一覧か
仕入先 ら選択してください。

3 発注数計 発注数内訳の合計が表示されます。
発注数計から発注数内訳に発注数を按分入力することもできます。

4 発注数内訳 学校、または対象ごとに発注数量が表示されます。

　１．管理情報設定（Ｐ．8）の指定によって、発注数内訳の表示が変わります。

　グループ献立区分で「１：運用する」を指定した場合、グループごとに内訳が表
示されます。
　「１：学校別で計算」を指定した場合、管理する学校ごとに表示します。
　「２：対象別で計算」を指定した場合、対象ごとに表示します。
　「３：幼児／児童生徒／成人で計算」を指定した場合、幼児、児童生徒、成人
ごとに表示します。

　入力した発注数計から発注数内訳に発注数量を按分表示させたい場合、「発注数
計より按分」ボタンをクリックし、按分させたい食品の発注数計欄に総発注数を入力
し、Ｅｎｔｅｒを押下します。
　発注数は按分前の元発注量の比率に応じて計算されます。

発注数内訳の表示

発注数計からの按分入力

② ③
④

①
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　同じ食品でなおかつ同じ規格を使用している場合、指定した範囲の発注数量を集
計することができます。

①「食品範囲集計」ボタンをクリックしします。
②集計したい範囲の開始行をクリックします。
③集計したい範囲の終了行をクリックします。
④集計結果が別画面で表示されます。

　「集計」ボタンをクリックすると、集計結果を集計開始行に表示します。
　「元に戻る」ボタンをクリックすると、集計する前の状態に戻ります。

食品範囲集計機能

②

③

④

①
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４８．対象別発注チェックリスト（使用日別）

※１．管理情報設定（Ｐ．8）の発注対象区分が［２：対象別で計算］または［３：幼児／児童生徒／成
　 人で計算］の場合のみ有効です。

　使用日ごとに各対象の発注する内容を確認できます。

４８－０－１．出力画面

４８－０－２．出力帳票
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４９．対象別発注チェックリスト（食品別）

※１．管理情報設定（Ｐ．8）の発注対象区分が［２：対象別で計算］または［３：幼児／児童生徒／成
　 人で計算］の場合のみ有効です。

　食品ごとに各対象の発注する内容を確認できます。

４９－０－１．出力画面

４９－０－２．出力帳票
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５０．学校別発注チェックリスト（使用日別）

※１．管理情報設定（Ｐ．8）の発注対象区分が［０：センター一括計算］以外の場合のみ有効です。

　使用日ごとに各学校の発注する内容を確認できます。

５０－０－１．出力画面

５０－０－２．出力帳票
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５１．見積書作成

　翌月分発注データを元に見積書を作成します。

　見積の結果は４４．発注確定処理（Ｐ．88）で入力します。

５１－０－１．出力画面

　１．管理情報設定（Ｐ．8）の指定によって、出力する帳票形式を選択できます。

５１－０－２．出力帳票（形式０：Ｂ５横版）

出力形式の選択
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５１－０－３．出力帳票（形式１：Ａ４縦版　プレビュー）

５１－０－４．出力帳票（Ｅｘｃｅｌ形式）
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５２．物資注文書作成

　発注データを元に、仕入先ごとに物資注文書を作成します。

５２－０－１．出力画面

　１．管理情報設定（Ｐ．8）の指定によって、出力する帳票形式を選択できます。

５２－０－２．出力帳票（様式０：Ａ４縦版（１））
プレビュー Ｅｘｃｅｌ形式

出力形式の選択
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５２－０－３．出力帳票（様式１：Ｂ５横版）
プレビュー

５２－０－４．出力帳票（様式２：Ａ４縦版（２））
プレビュー Ｅｘｃｅｌ形式
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５２－０－５．出力帳票（様式３：Ａ４横版）
Ｅｘｃｅｌ形式
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５３．物資注文書（Excel）

　発注データを元に、仕入先ごとに物資注文書を作成します。

５３－０－１．出力画面

５３－０－２．出力帳票

102



５４．物資注文書（使用日別・学校別型）

※１．管理情報設定（Ｐ．8）の発注対象区分が［０：センター一括計算］以外の場合のみ有効です。

　発注データを元に、仕入先ごとに物資注文書を作成します。

５４－０－１．出力画面

５４－０－２．出力帳票
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５５．物資注文書（学校別・食品別型）

※１．管理情報設定（Ｐ．8）の発注対象区分が［０：センター一括計算］以外の場合のみ有効です。

　発注データを元に、仕入先ごとに物資注文書を作成します。

５５－０－１．出力画面

５５－０－２．出力帳票

104



５６．オンライン発注と確認処理

　インターネットを通じてのオンライン発注（Web発注）を行います。

No 項目名 内容
1 期間 Web発注する期間を指定できます。
2 発注指示 発注指示内容を指定できます。

０、２、３、４のいずれかを入力します。空欄の場合は処理しません。
　　０・・・発注
　　２・・・再発注
　　３・・・数量変更
　　４・・・取消（削除）
２、３、４を入力して再発注する場合は、事前に担当者へご確認ください。

　１．管理情報設定（Ｐ．8）の発注対象区分が［０：センター一括計算］以外の場合、
４．報告書区分編集（Ｐ．15）の「９０：発注パターン別顧客コード」の入力が必要です。

・「１：学校別で計算」を指定した場合
　「コード」に２．学校作成（Ｐ．12）で
入力した学校コードを、「区分名」に
は学校名を入力します。

・「２：対象別で計算」を指定した場合
　「コード」に対象コード（１～４）を、
「区分名」に対象名を入力します。

・「３：幼児／児童生徒／成人で計算」を
　指定した場合

　「予備」には、学校または対象ごとに 　「コード」に対象コード（１～３）を、
指定されたコードを入力します。 「区分名」に対象名を入力します。

Ｗｅｂ発注処理の準備

②

①
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５６－１．発注確認表

　５６．オンライン発注と確認処理（Ｐ．105）後、発注内容の確認表を出力できます。
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５６－２．Ｗｅｂ発注

　該当のホームページより、インターネットを利用してオンラインで発注します。

　発注用データは、５６．オンライン発注と確認処理（Ｐ．105）の「確定（Ｆ６）Web発注指示」ボタンをクリックすると作成されます。

①
１．インターネットに接続し、該当のホームページ
　　を表示します。

※オンライン発注を行う場合、仕入先での準
　 備が必要となります。

２．センター認証画面でＩＤとパスワードを入力し、
　　ログインボタンをクリックします。

・ＩＤとパスワードは正確に入力してください。
・間違えて入力すると、エラー画面が表示さ
　れます。
　エラー画面の「戻る」の文字をクリックすると
　センター認証画面に戻りますので、改めて
　ＩＤとパスワードを入力してください。

③
３．メニューが表示されます。

４．「発注処理」の文字をクリックします。

⑤
５．オンライン発注画面が表示されます。

６．オンライン発注用のファイルを指定し、「送信」
　　ボタンをクリックします。

・「参照」ボタンをクリックすると、ファイル選
　択画面が表示されます。

⑥

②

④

ＣまたはＤ

Ｓｋｙｖ9
Tp オンライン発注

用のファイル
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⑦
７．送信完了画面が表示されます。

　オンライン発注用のファイル名は、１．管理情報設定（Ｐ．8）の発注対象区分によ
って変わります。

・「０：センター一括計算」を指定した場合
ファイル名は、１．管理情報設定（Ｐ．8）の「管理コード」に入力したコード

・上記以外を指定した場合
ファイル名は、４．報告書区分編集（Ｐ．15）の「９０：発注パターン別顧客コ
ード」の「予備」に入力したコード

※パソコンの設定によってファイル名だけが表示される場合と、ファイル名.datと表示
される場合があります。

　オンライン発注用のファイルは、学校給食管理システム用の「Ｓｋｙｖ９」フォルダの
中の「Tp」フォルダの中にあります。
　「Ｓｋｙｖ９」フォルダの場所はインストール時の設定によって異なりますので、下記の
方法で調べてください。

１）学校給食管理システムを起動し、「管理情報設定」画面を表示します。
２）「契約情報」ボタンをクリックし、「契約情報」画面を表示します。
３）「契約情報」画面の「使用ドライブ」の「ＤＩＳＫ」欄を確認します。

４）⑧が「Ｃ」の場合はＣドライブ、「Ｄ」の場合はＤドライブの中に「Ｓｋｙｖ９」フォル
 　ダがあります。
５）学校給食管理システムを終了します。

　システム用フォルダの場所が確認できたら、実際にオンラインで発注してみましょう。
１）⑥「参照」ボタンをクリックします。
２）PCからＣドライブ、「ITS」フォルダを開き、「QNETSKYV9」フォルダを探します。
　　見つかったら「QNETSKYV9」フォルダをダブルクリックして開きます。
３）「Ｄｔ」フォルダを探し、ダブルクリックして開きます。
４）オンライン発注用のファイルを探し、ダブルクリックします。
５）⑤オンライン発注画面に戻ったら、「送信」ボタンをクリックします。

オンライン発注用ファイルの保存場所

オンライン発注用ファイルの名前

オンライン発注

⑧ 9
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５６－３．Ｗｅｂ発注確認

　５６－２．Ｗｅｂ発注（Ｐ．107）後、オンライン発注の受付処理が終わると、発注内容の確認ができます。

①
１．インターネットに接続し、該当のホームページ
　　を表示します。

２．センター認証画面でＩＤとパスワードを入力し、
　　ログインボタンをクリックします。

・ＩＤとパスワードは正確に入力してください。
・間違えて入力すると、エラー画面が表示さ
　れます。
　エラー画面の「戻る」の文字をクリックすると
　センター認証画面に戻りますので、改めて
　ＩＤとパスワードを入力してください。

③
３．メニューが表示されます。

４．「発注照会」の文字をクリックします。

⑤
５．発注照会画面が表示されます。

６．月日を入力し「閲覧」ボタンをクリックします。

７．画面下部に発注内容が表示されます。

②

④

⑥

⑦
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５７．データ出力

　５６－２．Ｗｅｂ発注（Ｐ．107）用のデータをフロッピーディスクやＵＳＢメモリ等に作成します。

　給食システムがインストールされているパソコン端末からインターネットに接続できない場合にご利用ください。

５８．Ｗｅｂ発注取消処理

　５６－２．Ｗｅｂ発注（Ｐ．107）で作成したデータを取り消し、再度データを作成できる状態にします。

　再発注する場合は、作業前に給食会担当者へご連絡ください。
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４．見積（入札）
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④見積（入札）

◎ ５９．見積依頼データ作成 Ｐ． 115

見積（入札）用の基本データを作成します。

６０．見積依頼書作成 Ｐ． 116

６１．見積開札記録の入力 Ｐ． 117

見積依頼先から返ってきた見積内容を、仕入先ごとに
入力します。

６３．選定結果入力 Ｐ． 119

見積選定結果を入力します。

６５．選定業者・単価一括設定 Ｐ． 121

見積データを確定し、発注データに反映します。

６６．決定単価入力 Ｐ． 121

見積結果を元に決定した仕入先と単価の入力や、確定後の変更が可能です。

◎は必須作業です。

この機能を使用するには、「管理情報設定」の「入札運用パターン」の設定が必要です。

見積処理
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設定の確認

　見積メニューを使用する場合、事前に６．食品作成（Ｐ．18）での情報の入力が必要です。

　見積オプションを指定された場合、食品作成画面に「見本品添付」と「見積区分」
が表示されるようになります。
　「見積区分」では見積の種類を選択できます。選択した「見積区分」を元に見積用
のデータを作成します。
　このとき発注群の指定も行います。

　「見積区分」は下記の三種類から選択します。
０：入札以外
１：月入札
２：学期入札
３：年契 ※年契の場合は、食品の規格が登録されていることが必要です。

食品作成画面の表示
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５９．見積依頼データ作成

　見積依頼データを作成します。

　選択された処理方法で対象となる食品は、６．食品作成（Ｐ．18）画面の「見積区分」
での指定によります。

・月指定の食品のみ対象とする
「１：月入札」を指定した食品が対象

・該当月の全食品を対象とする
区分に関わらず、対象月に使用する食品全てが対象

・学期入札の食品のみ対象とする
「２：学期入札」を指定した食品が対象

・年間契約の食品のみ対象とする
「３：年契」を指定した食品が対象

　学期入札（または年契）の見積と、対象月の見積を同時に処理することはできませ
ん。
　学期入札（または年契）の見積を行ってから月の見積を行うといったように、一つの
処理が終了してから次の処理を行います。

処理方法の選択

処理方法の異なる見積について
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６０．見積依頼書作成

　見積依頼データを元にＥｘｃｅｌ形式で見積依頼書を作成します。

６０－０－１．出力画面

６０－０－２．出力帳票

116



６１．見積開札記録の入力

　見積依頼先から返ってきた見積書の結果を入力します。

　見積依頼書発行で作成したＥｘｃｅｌ形式の見積依頼書から結果を取り込むことも可能です。

No 項目名 内容
1 見積分類 入力する見積分類（発注群）を指定します。
2 応札業者 結果を入力する見積依頼先を指定します。
3 応札単価 見積書に記載された単価や備考を入力します。

備考

　６０．見積依頼書作成（Ｐ．116）で作成した見積依頼書をフロッピーやＵＳＢメモリ、
メール等で配布し、結果が入力されたＥｘｃｅｌファイルをシステムに取り込むことで、
見積結果を入力する手間を省くことができます。
　「見積依頼書（Excel）取込」ボタンをクリックするとファイルの選択画面が表示され
ますので、取り込むファイルを選択します。

見積依頼書（Excel）取込

① ②
③
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６２．見積開札記録簿の作成

　見積開札記録データを元にＥｘｃｅｌ形式で見積開札記録簿を作成します。

　最安価格には自動的に丸印が付きます。

６２－０－１．出力画面

６２－０－２．出力帳票
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６３．選定結果入力

　６１．見積開札記録の入力（Ｐ．117）で入力した見積依頼先の見積結果を確認し、依頼する取引先を指定します。

No 項目名 内容
1 見積分類 入力する見積分類（発注群）を指定します。
2 選定理由 選定理由を入力します。
3 決定業者の 見積の結果から決定した業者にチェックを入れます。

指定

①

② ③
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６４．選定結果表作成(EXCEL)

　６３．選定結果入力（Ｐ．119）の内容を元に、Ｅｘｃｅｌ形式で選定結果表を作成します。

６４－０－１．出力画面

６４－０－２．出力帳票
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６５．選定業者・単価一括設定

　　見積結果を確定し、発注データに反映します。

６６．決定単価入力

　選定業者・単価一括設定を行い見積結果を発注データに反映させた後、結果の内容を変更する場合に使用します。

No 項目名 内容
1 年月 明細を表示する年月を指定します。
2 発注群順に 食品コード順と発注群順のどちらの順番で明細を表示させるかを指定します。

表示 見積依頼書と同じ順番で表示させる場合はチェックを入れてください。

①

②
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５．検収・買掛
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⑤検収・買掛

◎ ６７．買掛当月指定 Ｐ． 126

検収・買掛メニューで使用する実施年月を指定します。

◎ ６８．納入準備データ作成 Ｐ． 126

発注のデータを元に、納入処理の基本データを作成します。

６９．食品検収簿作成 Ｐ． 127

７１．自動納入一括処理 Ｐ． 130

発注した商品が発注通りに納品されたとみなし、一括で納入処理を行います。
自動一括納入処理後の変更は、７２．納入処理（業者別）、または７３．納入処理
（納入予定日別）で行います。

＊７２・７３のどちらか、または両方で処理

◎ ７２．納入処理（業者別） Ｐ． 132

指定した業者ごとに納入処理を行うことができます。
物資注文書と同じイメージで画面が表示されます。

◎ ７３．納入処理（納入予定日別） Ｐ． 133

指定した納入予定日ごとに納入処理を行うことができます。
食品検収簿と同じイメージで画面が表示されます。

７５．買掛支払入力 Ｐ． 135

◎ ７６．買掛集計処理 Ｐ． 136

◎ ８０．買掛月次更新処理 Ｐ． 140

納入・買掛データを確定し、実績データに反映します。

◎は必須作業です。

受入結果の入力（納入処理）
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６７．買掛当月指定

　検収・買掛メニューで処理する年月を指定します。

　検収・買掛メニューの処理のみ、通常の年月とは別に日付を管理しています。

６８．納入準備データ作成

　発注データを元に、納入用の基本データを作成します。
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６９．食品検収簿作成

　食品検収簿１と食品検収簿２の２つの形式で食品検収簿を作成できます。

６９－０－１．出力画面

６９－０－２．出力帳票（様式１）
プレビュー

Ｅｘｃｅｌ
形式
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６９－０－３．出力帳票（様式２）
プレビュー

Ｅｘｃｅｌ
形式

　注文時、月初に使用する商品を前日までに納品されるよう指定した場合、前月月
末に使用する商品と翌月使用する商品とが同じ日に納品されます。
　このように複数月にまたがる商品を使用月ごとに分けて出力するか、合わせて出
力するかを選択することができます。
　一緒に出力する場合は、「使用月のみ出力する」のチェックを外して出力します。
　前月月末使用分と、翌月月初に使用する食品とを分けて出力したい場合は、「使
用月のみ出力する」にチェックを付け、出力したい月を指定して出力します。

複数月にまたがる場合の出力
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７０．食品検収簿（四対象別）

※１．管理情報設定（Ｐ．8）の発注対象区分が［２：対象別で計算］の場合のみ有効です。

　各対象ごとに食品検収簿をＥｘｃｅｌ形式で作成できます。

７０－０－１．出力画面

７０－０－２．出力帳票
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７１．自動納入一括処理

　発注した物資が発注した通りに納入されたとみなし、一括して納入処理を行います。

　処理後は、７２．納入処理（業者別）（Ｐ．132）、または７３．納入処理（納入予定日別）（Ｐ．133）で納入情報を変更します。
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７１－１．自動一括納入エラーリスト

　７１．自動納入一括処理（Ｐ．130）でエラーになった商品の一覧を出力します。

７１－２．自動一括納入処理結果

　７１．自動納入一括処理（Ｐ．130）の処理結果が確認できます。
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７２．納入処理（業者別）

　業者ごとに受入結果の入力（納入処理）が可能です。

　産地の確定入力もできます。

No 項目名 内容
1 使用月 処理を行う納入予定月と業者を入力します。

～
業者名

2 明細 実際の納入状況に応じ、単価・納入数量・産地等を変更してください。
3 納入金額より単 単価を入力して納入金額を計算させる代わりに、納入金額を入力して単価を

価を計算 計算させることができます。
納入数量で割り切れない数値を入力した場合はエラーになります。

　明細欄の項目は下記の通り横一列に並んでいます。明細画面下に表示されて
いる横スクロールバーを動かして表示を切り替えてください。

①

②

明細欄の項目

③
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７３．納入処理（納入予定日別）

　納入予定日ごとに受入結果の入力（納入処理）が可能です。

　産地の確定入力もできます。

No 項目名 内容
1 納入予定日 処理を行う納入予定日を「西暦４桁+月２桁+日２桁」の８桁で入力します。
2 明細 実際の納入状況に応じ、単価・納入数量・産地等を変更してください。
3 納入金額より単 単価を入力して納入金額を計算させる代わりに、納入金額を入力して単価を

価を計算 計算させることができます。
納入数量で割り切れない数値を入力した場合はエラーになります。

①

②

③
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７４．納入明細表作成

　納入処理の明細を日別に確認できます。

７４－０－１．出力画面

７４－０－２．出力帳票
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７５．買掛支払入力

　仕入先への支払や値引きの入力ができます。

No 項目名 内容
1 合計欄 前月までの残高と、今月度の支払額、値引額の合計と残高を表示します。
2 入力欄 支払や値引明細の登録、変更、削除ができます。
3 明細欄 前回までに入力した明細の内容を表示します。

①

②

③
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７６．買掛集計処理

　支払（買掛）のデータを集計します。

　この処理を行うことで、７５．買掛支払入力（Ｐ．135）で入力した支払情報が納入デ
ータや各仕入先の買掛情報に反映（集計）されます。
　集計結果は、７７．買掛一覧表（Ｐ．137）や７８．仕入台帳作成（Ｐ．138）、７９．支払
予定表作成（Ｐ．139）の各帳票、または、３．仕入先登録（Ｐ．14）に表示されます。

買掛集計とは
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７７．買掛一覧表

　当月分の仕入と支払の状況が確認できます。

７７－０－１．出力画面

７７－０－２．出力帳票
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７８．仕入台帳作成

　当月分の仕入と支払の明細を仕入先ごとに出力します。

７８－０－１．出力画面

７８－０－２．出力帳票
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７９．支払予定表作成

　前月までの支払状況や納入状況から、当月分の支払予定表を出力します。

７９－０－１．出力画面

７９－０－２．出力帳票

139



８０．買掛月次更新処理

　納入データを確定し、納入・買掛メニュー用の年月を1ヶ月進めます。

　この処理を実行することで、実績表が作成できるようになります。

　この処理を行うことで、該当月の実績データが作成されます。
　実績内容は、１０１．産地実績（Ｐ．172）や１０２．食品使用実績表（Ｐ．173）、
１０３．食品群使用実績表（Ｐ．174）、１０４．荷重平均表作成（Ｐ．175）の帳票に反映さ
れます。

買掛月次更新処理とは
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６．調理指示・実施
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⑥調理指示・実施

８１～８４．指示書作成 Ｐ． 144

８５～８８．釜割り表作成 Ｐ． 150

＊８９・９０のどちらかで処理

◎ ８９．実施人員変更（クラス別） Ｐ． 154

◎ ９０．実施人員変更（学校別） Ｐ． 155

実際に給食を食べた人数をクラス、または学年単位で変更できます。

◎ ９１．残菜入力 Ｐ． 156

実施した献立の残菜量の入力を行います。
週報や月報などに反映されます。

※クラス別の処理で登録した場合、学校別にも反映されます。
　 しかし学校別の処理で登録した場合、各学年の合計人数で処理を行うためクラ
　 ス別で改めて処理することができません（各学年の１クラスに集計されます）

８９．実施人員変更（クラス別） ９０．実施人員変更（学校別）

９０．実施人員変更（学校別） ８９．実施人員変更（クラス別）

１００．実施人員表 １００．実施人員表

◎は必須作業です。

実施人数（食数）の変更

実施人員変更（クラス別）と実施人員変更（学校別）
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８１．料理指示書作成

　１２．料理作成（Ｐ．29）で入力した指示内容を料理ごとに出力します。

８１－０－１．出力画面

８１－０－２．出力帳票
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８２．献立指示書

　１３．献立作成（Ｐ．34）で入力した指示内容を献立ごとに出力します。

　購入量欄には発注量を表示します。

８２－０－１．出力画面

８２－０－２．出力帳票
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８３．調理指示書作成

※学校範囲は、１．管理情報設定（Ｐ．8）の発注対象区分が［１：学校別で計算］の場合のみ有効にな
　 ります。

　１３．献立作成（Ｐ．34）で入力した指示内容を献立実施日ごとに出力します。

８３－０－１．出力画面

８３－０－２．出力帳票（プレビュー）
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８３－０－３．出力帳票（Ｅｘｃｅｌ形式）
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８４．調理指示書（小中合算）

※学校範囲は、１．管理情報設定（Ｐ．8）の発注対象区分が［１：学校別で計算］の場合のみ有効にな
　 ります。

　１３．献立作成（Ｐ．34）で入力した指示内容を献立実施日ごとに出力します。

８４－０－１．出力画面

８４－０－２．出力帳票（プレビュー）

148



８４－０－３．出力帳票（Ｅｘｃｅｌ形式）
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８５．釜割り表作成

　釜割表を一釜当たりの人数ごとに出力します。釜割に必要のない明細行（料理や食品）は削除できます。

８５－０－１．出力画面

８５－０－２．出力帳票
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８６．釜割指示

※１．管理情報設定（Ｐ．8）の対象パターンが［１：児低・児中・児高・生徒］の場合に有効です。

　対象掛率（比率）を元に他の対象の食数分を対象掛率（比率）に「１．００」が入力されている基準対象の人数に換算して、

　基準対象の使用量から釜割表を出力します。釜割に必要のない明細行（料理や食品）を削除できます。

８６－０－１．出力画面

８６－０－２．出力帳票
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８７．学校別・釜割り表作成

　釜割表を学校ごとにＥｘｃｅｌ形式で出力します。

　Ｅｘｃｅｌ形式で出力した後、学校名の横の釜No.欄に調理する釜の番号を指定すると釜ごとの内容を即時計算します。

８７－０－１．出力画面

８７－０－２．出力帳票
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８８．釜割り指示（調理指示書）

　料理ごとに釜数を指定する釜割表をＥｘｃｅｌ形式で出力します。釜割に必要のない明細行（料理や食品）を削除できます。

８８－０－１．出力画面

８８－０－２．出力帳票
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８９．実施人員変更（クラス別）

　発注後、実施段階で変更になった人数の変更を行います。

　クラスごとに１日の献立単位で変更できます。

No 項目名 内容
1 学校コード 人数変更を行う学校を指定します。
2 指示日 人数変更を行う年月を指定します。
3 食事区分 人数変更を行う献立を指定します。

～
連番

4 学年／クラス クラス単位で人数の変更を行います。
人数入力欄 予定段階で入力した人数が表示されます。

選択献立（セレクト献立）・バイキング献立を使用した場合は、その献立ごと
に人数（食数）を変更します。

5 職員 担任以外の職員の人数を変更します。
予定段階で入力した人数が表示されます。

6 牛乳除外 学年ごとに牛乳除外者数を変更します。
予定段階で入力した人数が表示されます。
各クラスには、牛乳除外者数を含む人数を指定します。

①

②

③

④

⑤

⑥
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９０．実施人員変更（学校別）

　発注後、実施段階で変更になった人数の変更を行います。

　学校ごとに１ヶ月単位で変更できます。

No 項目名 内容
1 学校コード 人数変更を行う学校を指定します。
2 予定年月 人数変更を行う年月を指定します。
3 人数入力欄 学年単位で、人数と牛乳除外者数の変更を行います。

牛乳除外人数 実施の行の人数を変更します。
入力欄 予定の行には予定段階の人数、差の行には予定と実施の人数差を表示し

ます。予定段階より人数が減った場合、差の行はマイナスで表示します。
各学年の人数には、牛乳除外者数を含む人数を指定します。
選択献立（セレクト献立）・バイキング献立を使用する場合は、その献立を食
べる人数（食数）ごとに入力できます。

　１００．実施人員表（Ｐ．171）を作成する場合は、８９．実施人員変更（クラス
別）（Ｐ．154）で処理する必要があります。
　実施人員変更（学校別）で処理した後、８９．実施人員変更（クラス別）（Ｐ．154）で
改めて処理することはできません（各学年の１クラスに合算されます）ので、ご注意く
ださい。

クラス別実施人員表の作成

①

②
③
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９１．残菜入力

　給食実施後に計量した残菜量を、Ｋｇ単位または％で入力できます。

No 項目名 内容
1 献立実施 残菜量を入力する範囲を指定します。

～
連番

2 残菜合計 料理ごとではなく、いくつかの料理を合わせて計量している場合にその合計
量をＫｇで入力します。

3 除外 「残菜合計」に入力した数量に含まれない個別に計量した料理がある場合、
その料理に「１」を入力します。

4 残菜ｋｇ 料理ごとに計量した結果を入力します。
率％ 残菜量はＫｇ数での入力と、％での指定が可能です。

　残菜は計量の方法に合わせ、３通りの方法で入力できます。
１．料理ごとに個別に計量

②③は指定せず、④に計量した結果を料理ごとに入力
２．献立の合計で計量

③は指定せず、②に計量した結果を入力
（④は一人当配給ｇの割合に応じて②を自動按分）

３．料理個別の計量（１）と、個別計量分を除く合計で計量（２）
②③④に入力
②　・・・　合計（2）の計量結果を入力
③　・・・　個別計量（1）した料理に「1」を入力
④　・・・　個別計量（1）した結果を料理ごとに入力
　　　　　　合計（2）した料理は一人当配給ｇの割合に応じて②を自動按分

①

②

③

④

残菜の入力方法
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９１－１．残菜按分表

　９１．残菜入力（Ｐ．156）で登録した残菜量を確認できます。

プレビュー

Ｅｘｃｅｌ形式
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９２．残菜一覧表

　９１．残菜入力（Ｐ．156）で登録した残菜量を一覧形式で確認できます。

９２－０－１．出力画面

９２－０－２．出力帳票
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７．実績表・報告書

159
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⑦実績表・報告書

９３．保存食日誌 Ｐ． 162

◎ ９４．献立実施状況集計 Ｐ． 163

報告書を出力するためのデータの確定を行います。

９８．文科省週報 Ｐ． 167

文部科学省様式の週報を作成します。

９９．給食実施人員表（実人員）作成 Ｐ． 170

１０１．産地実績 Ｐ． 172

１０２．食品使用実績表 Ｐ． 173

１０３．食品群使用実績表 Ｐ． 174

１０４．荷重平均表作成 Ｐ． 175

◎は必須作業です。

各種報告書・実績表の作成
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９３．保存食日誌

　保存食日誌をＥｘｃｅｌ形式で出力します。

９３－０－１．出力画面

９３－０－２．出力帳票
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９４．献立実施状況集計

　報告書作成に必要な実施価格や残菜状況、使用食品などのデータを集計します。
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９５．給食日報（献立表）学校別

　給食日報用の献立表を、学校ごとにＥｘｃｅｌ形式で出力します。

９５－０－１．出力画面

９５－０－２．出力帳票
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９６．給食日報（献立表）センター合計

　給食日報用の献立表をＥｘｃｅｌ形式で出力します。

９６－０－１．出力画面

９６－０－２．出力帳票
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９７．給食日報（献立使用材料表）

　給食日報用の献立材料表をＥｘｃｅｌ形式で出力します。

９７－０－１．出力画面

９７－０－２．出力帳票
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９８．文科省週報

　文部科学省に提出する週報をＥｘｃｅｌ形式で出力します。様式２の形式で、1ヶ月の合計を確認することもできます。

９８－０－１．出力画面

９８－０－２．出力帳票（様式１）
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９８－０－３．出力帳票（様式２（１）（２））

９８－０－４．出力帳票（様式２（３））
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９８－０－５．出力帳票（様式２（４））

９８－０－６．出力帳票（様式２（５））
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９９．給食実施人員表（実人員）作成

　実施人数を学校ごとにＥｘｃｅｌ形式で出力します。

９９－０－１．出力画面

９９－０－２．出力帳票
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１００．実施人員表

　実施人数をクラスごとにＥｘｃｅｌ形式で出力します。

１００－０－１．出力画面

１００－０－２．出力帳票

　２７．予定人員変更(学校別)（Ｐ．65）や、９０．実施人員変更（学校別）（Ｐ．155）を
行っている場合、クラス別実施人員表が正確に作成されない可能性があります。
　これは、２７．予定人員変更(学校別)（Ｐ．65）や、９０．実施人員変更（学校別）（Ｐ．
155）で人数の変更を行うと各学年のクラスの人数が１クラスに合算されるためです。
　クラス別実施人員表を作成される際は、予定・実施段階での人数変更で必ずクラス
別に画面をご利用ください。

クラス別実施人員表の作成

171



１０１．産地実績

※実績範囲で指定した月ごとに、８０．買掛月次更新処理（Ｐ．140）を実行しておく必要があります。

　６．食品作成（Ｐ．18）、または７２．納入処理（業者別）（Ｐ．132）、または７３．納入処理（納入予定日別）（Ｐ．133）で入力し

　た産地別の購入実績をＥｘｃｅｌ形式で出力します。

１０１－０－１．出力画面

１０１－０－２．出力帳票
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１０２．食品使用実績表

※使用期間で指定した月ごとに、８０．買掛月次更新処理（Ｐ．140）を実行しておく必要があります。

　６．食品作成（Ｐ．18）の報告区分　週報で入力した週報食品分類ごとに、商品の購入実績をＥｘｃｅｌ形式で出力します。

１０２－０－１．出力画面

１０２－０－２．出力帳票
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１０３．食品群使用実績表

※使用期間で指定した月ごとに、８０．買掛月次更新処理（Ｐ．140）を実行しておく必要があります。

　６．食品作成（Ｐ．18）の報告区分　週報で入力した週報食品分類ごとの購入実績をＥｘｃｅｌ形式で出力します。

１０３－０－１．出力画面

１０３－０－２．出力帳票
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１０４．荷重平均表作成

　６．食品作成（Ｐ．18）の報告区分　月報で入力した県保健所（月報）用食品分類ごとの荷重平均をＥｘｃｅｌ形式で出力しま

　す。

１０４－０－１．出力画面

１０４－０－２．出力帳票
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８．データ処理
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⑧データ処理

◎ １０５～１１４．バックアップ Ｐ． 180

学校給食管理システムで入力したデータの退避を行います。
最低でも一ヶ月に一度はバックアップ処理を実行してください。

１１５～１２４．セットアップ Ｐ． 184

学校給食管理システムで退避したデータの復元を行います。
１０５～１１４．でバックアップしたデータを用意してください。

１２５～１２７．選択した食品・料理・献立データの削除とコピー Ｐ． 188

１２８～１３２．選択した食品・料理・献立データの一括コピー Ｐ． 191

１３３～１３４．新食品の抽出と登録 Ｐ． 196

１３５．月次更新処理 Ｐ． 199

１３７～１３８．対象掛率・食品栄養価・価格変更による料理・献立計算処理 Ｐ． 200

◎は必須作業です。
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１０５．食品バックアップ

　６．食品作成（Ｐ．18）で入力した食品データを一括バックアップします。

　「実行」ボタンをクリックす
ると、保存場所とファイル
名の指定ができます。
　初期ファイル名は「CFod
All.zip」です。
　保存場所は
ＵＳＢメモリー等の
外部媒体を指定します。

１０６．食品規格バックアップ

　７．食品規格作成（Ｐ．22）で入力した食品規格データを一括バックアップします。

　「実行」ボタンをクリックす
ると、保存場所とファイル
名の指定ができます。
　初期ファイル名は「CKik
All.zip」です。
　保存場所は
ＵＳＢメモリー等の
外部媒体を指定します。

１０７．料理バックアップ

　１２．料理作成（Ｐ．29）、１２－３．工程入力（Ｐ．32）、１２－４．指示書入力（Ｐ．33）で入力した料理関係のデータを一括

　バックアップします。

　「実行」ボタンをクリックす
ると、保存場所とファイル
名の指定ができます。
　初期ファイル名は「CRyo
All.zip」です。
　保存場所は
ＵＳＢメモリー等の
外部媒体を指定します。

料理バックアップ

食品規格バックアップ

食品バックアップ
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１０８．献立バックアップ

　１３．献立作成（Ｐ．34）、１３－３．指示書入力（Ｐ．39）、１３－４．注意点（Ｐ．39）で入力した献立関係のデータを一括バッ

　クアップします。

　「実行」ボタンをクリックす
ると、保存場所とファイル
名の指定ができます。
　初期ファイル名は「CKon
All.zip」です。
　保存場所は
ＵＳＢメモリー等の
外部媒体を指定します。

１０９．食品配合バックアップ

　８．食品配合作成（Ｐ．24）で入力した食品配合データを一括バックアップします。

　「実行」ボタンをクリックす
ると、保存場所とファイル
名の指定ができます。
　初期ファイル名は「CBun
All.zip」です。
　保存場所は
ＵＳＢメモリー等の
外部媒体を指定します。

１１０．学年別供給バックアップ

　９．学年別供給作成（Ｐ．26）で入力した学年別供給データを一括バックアップします。

　「実行」ボタンをクリックす
ると、保存場所とファイル
名の指定ができます。
　初期ファイル名は「CNen
All.zip」です。
　保存場所は
ＵＳＢメモリー等の
外部媒体を指定します。

学年別供給バックアップ

食品配合バックアップ

献立バックアップ
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１１１．管理情報バックアップ

　１．管理情報設定（Ｐ．8）で入力した管理データを一括バックアップします。

　「実行」ボタンをクリックす
ると、保存場所とファイル
名の指定ができます。
　初期ファイル名は「CPar
All.zip」です。
　保存場所は
ＵＳＢメモリー等の
外部媒体を指定します。

１１２．学校バックアップ

　２．学校作成（Ｐ．12）で入力した学校データを一括バックアップします。

　「実行」ボタンをクリックす
ると、保存場所とファイル
名の指定ができます。
　初期ファイル名は「CSch
All.zip」です。
　保存場所は
ＵＳＢメモリー等の
外部媒体を指定します。

１１３．仕入先バックアップ

　３．仕入先登録（Ｐ．14）で入力した仕入先データを一括バックアップします。

　「実行」ボタンをクリックす
ると、保存場所とファイル
名の指定ができます。
　初期ファイル名は「CSir
All.zip」です。
　保存場所は
ＵＳＢメモリー等の
外部媒体を指定します。

仕入先バックアップ

学校バックアップ

管理情報バックアップ
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１１４．全データバックアップ

　システムで入力した全てのデータを一括バックアップします。

　「実行」ボタンをクリックす
ると、保存場所とファイル
名の指定ができます。
　初期ファイル名は「skydb
_+１０桁の数字（バックアッ
プ時の西暦下２桁+月日４
桁+時分４桁）.zip」です。
　保存場所はＵＳＢメモリー
等の外部媒体を指定しま
す。

　ＵＳＢメモリーやＭＯ等が使用できる場合は、データだけではなく、システム用の
フォルダもコピーし保存することをお勧めします。
　システム用のフォルダは「Cドライブ」の「ITS」フォルダにある「QNETSKYV9」という
名前です。
　このフォルダが保存されていると、より簡単で速やかに復旧することができます。

※フォルダの場所はインストール時の設定によって異なります。

・「QNETSKYV9」フォルダの場所の確認
１．PCを開き、「Cドライブ」を表示します。
２．「ITS」フォルダを表示します。
３．「QNETSKYV9」フォルダがシステム用のフォルダです。

・「QNETSKYV9」フォルダのコピー
１．システムを終了します。
２．「QNETSKYV9」フォルダを探します。
３．見つかったらフォルダの上で右クリックし、「コピー」を選択します。
４．ＵＳＢメモリーなどの中で右クリックし、「貼り付け」を選択します。
５．保存終了です。

システムのバックアップ

全データバックアップ
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１１５．食品セットアップ

　１０５．食品バックアップ（Ｐ．180）で退避したバックアップデータをシステムに戻します。

１１６．食品規格セットアップ

　１０６．食品規格バックアップ（Ｐ．180）で退避したバックアップデータをシステムに戻します。

１１７．料理セットアップ

　１０７．料理バックアップ（Ｐ．180）で退避したバックアップデータをシステムに戻します。
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１１８．献立セットアップ

　１０８．献立バックアップ（Ｐ．181）で退避したバックアップデータをシステムに戻します。

１１９．食品配合セットアップ

　１０９．食品配合バックアップ（Ｐ．181）で退避したバックアップデータをシステムに戻します。

１２０．学年別供給セットアップ

　１１０．学年別供給バックアップ（Ｐ．181）で退避したバックアップデータをシステムに戻します。
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１２１．管理情報セットアップ

　１１１．管理情報バックアップ（Ｐ．182）で退避したバックアップデータをシステムに戻します。

１２２．学校セットアップ

　１１２．学校バックアップ（Ｐ．182）で退避したバックアップデータをシステムに戻します。

１２３．仕入先セットアップ

　１１３．仕入先バックアップ（Ｐ．182）で退避したバックアップデータをシステムに戻します。
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１２４．全データ復旧処理

　１１４．全データバックアップ（Ｐ．183）で退避したバックアップデータをシステムに戻します。
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１２５．食品（一括削除・データ変換）

　６．食品作成（Ｐ．18）、７．食品規格作成（Ｐ．22）、８．食品配合作成（Ｐ．24）で入力した食品データを、選択した食品だ

　けコピーします。

No 項目名 内容
1 処理内容 実行する処理を選択します。

ＵＳＢメモリーや共有フォルダー等の外部媒体を使用したデータの受け渡し
や、選択した食品の一括削除ができます。

2 食品群 ③に表示したい食品群を選択します。
3 食品一覧 ②で選択した食品群に属する食品が表示されます。
4 選択一覧 ③で選択し「追加」ボタンをクリックした食品が表示されます。

異なる２つ以上の食品群の食品を続けて選択することも可能です。
5 ファイル名 ①で抽出を選択した場合は抽出したデータの保存場所とファイル名、①で

外部データ追加を選択した場合は取り込むデータの保存場所とファイル名
を指定します。
初期ファイル名は「cfod.zip」です。

②

④

①

③
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１２６．料理（一括削除・データ変換）

　１２．料理作成（Ｐ．29）、１２－３．工程入力（Ｐ．32）、１２－４．指示書入力（Ｐ．33）で入力した料理データを、選択した料

　理だけコピーします。

No 項目名 内容
1 処理内容 実行する処理を選択します。

ＵＳＢメモリーや共有フォルダー等の外部媒体を使用したデータの受け渡し
や、選択した料理の一括削除ができます。

2 調理形態 ③に表示したい料理の調理形態を選択します。
3 料理一覧 ②で選択した調理形態に属する料理が表示されます。
4 選択一覧 ③で選択し「追加」ボタンをクリックした料理が表示されます。

異なる２つ以上の調理形態の料理を続けて選択することも可能です。
5 ファイル名 ①で抽出を選択した場合は抽出したデータの保存場所とファイル名、①で

外部データ追加を選択した場合は取り込むデータの保存場所とファイル名
を指定します。
初期ファイル名は「cryo.zip」です。

②

③

④

①
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１２７．献立（一括削除・データ変換）

　１３．献立作成（Ｐ．34）、１３－３．指示書入力（Ｐ．39）、１３－４．注意点（Ｐ．39）で入力した献立データを、選択した献立だ

　けコピーします。

No 項目名 内容
1 処理内容 実行する処理を選択します。

ＵＳＢメモリーや共有フォルダー等の外部媒体を使用したデータの受け渡し
や、選択した献立の一括削除ができます。

2 献立一覧 献立一覧が表示されます。
3 選択一覧 ②で選択し「追加」ボタンをクリックした献立が表示されます。
4 ファイル名 ①で抽出を選択した場合は抽出したデータの保存場所とファイル名、①で

外部データ追加を選択した場合は取り込むデータの保存場所とファイル名
を指定します。
初期ファイル名は「ckon.zip」です。

②

①

③
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１２８．共同献立一括抽出･一括取り込み

　１３．献立作成（Ｐ．34）、１３－３．指示書入力（Ｐ．39）、１３－４．注意点（Ｐ．39）で入力した献立データと、献立で使用し

　ている料理と食品のデータを選択した献立だけ抽出、または取り込みます。

No 項目名 内容
1 処理内容 実行する処理を選択します。

ＵＳＢメモリーや共有フォルダー等の外部媒体を使用したデータの受け渡し
ができます。
初期ファイル名は「ckyo+実施月.zip」です。

2 献立一覧 献立一覧が表示されます。
3 選択一覧 ②で選択し「追加」ボタンをクリックした献立が表示されます。

② ③

①
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１２９．食品・料理・献立データ交換（抽出）

　処理内容で献立を選択した場合、１３．献立作成（Ｐ．34）、１３－３．指示書入力（Ｐ．39）、１３－４．注意点（Ｐ．39）で入力

　した献立データと、献立で使用している料理と食品のデータを選択した献立だけコピーします。

　料理を選択した場合、１２．料理作成（Ｐ．29）、１２－３．工程入力（Ｐ．32）、１２－４．指示書入力（Ｐ．33）で入力した料理

　データと、料理で使用している食品のデータを選択した料理だけコピーします。

　食品を選択した場合、６．食品作成（Ｐ．18）、７．食品規格作成（Ｐ．22）、８．食品配合作成（Ｐ．24）で入力した食品デー

　タを、選択した食品だけコピーします。

No 項目名 内容
1 処理内容 抽出したデータの保存場所とファイル名を指定します。

ファイル名 ＵＳＢメモリーや共有フォルダー等の外部媒体を使用したデータの受け渡し
ができます。
初期ファイル名は「ckyo.zip」です。

2 処理内容 抽出したいデータを選択します。
献立を選択した場合、選択した献立とその献立で使用されている料理、食
品のデータも一緒に抽出できます。
料理を選択した場合も献立同様、選択した料理に使用されている食品を抽
出できます。

3 選択一覧 チェックを付けたデータを抽出します。

②

③

①
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１３０．食品・料理・献立データ交換（取込）

　選択したデータを取り込むことができます。

　既に登録されているコードと同じコードの取り込みデータがあった場合、新コードでの追加や上書き保存なども選択可能

　です。

No 項目名 内容
1 処理内容 取り込みたいデータの入っているファイルを指定します。

ファイル名 ＵＳＢメモリーや共有フォルダー等の外部媒体を使用したデータの受け渡し
ができます。初期ファイル名は「ckyo.zip」です。

2 処理内容 取り込みたいデータを選択します。
ファイルを指定すると、そのファイルに含まれるデータを選択して取り込むこ
とができます。
複数チェックした場合、献立、料理、食品の順に画面が切り替わりますので、
順番に取り込むデータを指定していきます。前の画面でデータを選択すると、
次の画面ではそのデータに含まれるデータだけを表示するように絞込み機
能がついていますので、特定の献立や料理に含まれる料理や食品のデータ
だけを取り込む場合等にとても便利です。

3 追加 チェックを付けたデータを追加登録します。
新コード 既に登録されているコードと同じコードのデータを新しいコードで取り込む場

合は、チェック後新コード欄に新しいコードを指定します。
4 中止 チェックを付けたデータは取り込みません。

新規追加や上書き変更したくないデータの場合はチェックします。
5 置換 チェックを付けたデータを上書き更新します。

既に登録されているコードと同じコードが使用されている場合で、新しいデー
タの内容に置き換えたい場合はチェックします。

6 登録データ一覧 既に登録されているコードと同じコードが使用されている場合、登録されてい
るデータの名称を表示します。

②

③

①

④ ⑥⑤
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１３１．献立スケジュールデータ交換（抽出）

　処理内容で献立を選択した場合、１３．献立作成（Ｐ．34）、１３－３．指示書入力（Ｐ．39）、１３－４．注意点（Ｐ．39）で入力

　した献立データと、献立で使用している料理と食品のデータを選択した献立だけコピーします。

　料理を選択した場合、１２．料理作成（Ｐ．29）、１２－３．工程入力（Ｐ．32）、１２－４．指示書入力（Ｐ．33）で入力した料理

　データと、料理で使用している食品のデータを選択した料理だけコピーします。

　食品を選択した場合、６．食品作成（Ｐ．18）、７．食品規格作成（Ｐ．22）、８．食品配合作成（Ｐ．24）で入力した食品デー

　タを、選択した食品だけコピーします。

No 項目名 内容
1 処理内容 抽出したデータの保存場所とファイル名を指定します。

ファイル名 ＵＳＢメモリーや共有フォルダー等の外部媒体を使用したデータの受け渡し
ができます。
初期ファイル名は「ckyo.zip」です。

2 処理内容 抽出したいデータを選択します。
献立スケジュールを選択した場合、選択した献立スケジュールとその献立ス
ケジュールで使用されている献立、料理、食品のデータも一緒に抽出できま
す。
献立を選択した場合、選択した献立とその献立で使用されている料理、食
品のデータも一緒に抽出できます。
料理を選択した場合も献立同様、選択した料理に使用されている食品を抽
出できます。

3 選択一覧 チェックを付けたデータを抽出します。

②

③

①
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１３２．献立スケジュールデータ交換（取込）

　選択したデータを取り込むことができます。

　既に登録されているコードと同じコードの取り込みデータがあった場合、新コードでの追加や上書き保存なども選択可能

　です。

No 項目名 内容
1 処理内容 取り込みたいデータの入っているファイルを指定します。

ファイル名 ＵＳＢメモリーや共有フォルダー等の外部媒体を使用したデータの受け渡し
ができます。初期ファイル名は「ckyo.zip」です。

2 処理内容 取り込みたいデータを選択します。
ファイルを指定すると、そのファイルに含まれるデータを選択して取り込むこ
とができます。
複数チェックした場合、献立、料理、食品の順に画面が切り替わりますので、
順番に取り込むデータを指定していきます。前の画面でデータを選択すると、
次の画面ではそのデータに含まれるデータだけを表示するように絞込み機
能がついていますので、特定の献立や料理に含まれる料理や食品のデータ
だけを取り込む場合等にとても便利です。

3 追加 チェックを付けたデータを追加登録します。
新コード 既に登録されているコードと同じコードのデータを新しいコードで取り込む場

合は、チェック後新コード欄に新しいコードを指定します。
4 中止 チェックを付けたデータは取り込みません。

新規追加や上書き変更したくないデータの場合はチェックします。
5 置換 チェックを付けたデータを上書き更新します。

既に登録されているコードと同じコードが使用されている場合で、新しいデー
タの内容に置き換えたい場合はチェックします。

6 登録データ一覧 既に登録されているコードと同じコードが使用されている場合、登録されてい
るデータの名称を表示します。

②

③

①

④ ⑥⑤
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１３３．新規食品登録

　インターネットを利用しダウンロードした食品データを学校給食管理システムに取り込む際に使用します。

　６．食品作成（Ｐ．18）、７．食品規格作成（Ｐ．22）、８．食品配合作成（Ｐ．24）での食品データの入力を省略できます。

１３３－１．追加食品詳細表

　１３３．新規食品登録（Ｐ．196）の取り込み結果を表示します。
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１３３－２．新規食品のダウンロード

　指定されたホームページからインターネットを利用して食品データを取得する方法です。

　１３３．新規食品登録（Ｐ．196）で取り込む食品データをダウンロードします。

①
１．インターネットに接続し、該当のホームページ
　　を表示します。

２．センター認証画面でＩＤとパスワードを入力し、
　　ログインボタンをクリックします。

・ＩＤとパスワードは正確に入力してください。
・間違えて入力すると、エラー画面が表示さ
　れます。
　エラー画面の「戻る」の文字をクリックすると
　センター認証画面に戻りますので、改めて
　ＩＤとパスワードを入力してください。

③
３．メニューが表示されます。

４．「新規取扱商品」の文字をクリックします。

⑤
５．新規取扱商品の画面が表示されます。

６．「新規取扱商品」の文字、または「ダウンロード」
　　ボタンをクリックします。

②

④

⑥
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⑦
７．ダウンロードの確認画面が表示されます。

８．「保存」ボタンをクリックします。

⑨
９．保存する場所を選択します。

・保存する場所は、学校給食管理システム
　用の「QNETＳKYV9」フォルダの「Ｔｐ」フォ
　ルダの中です。

　ダウンロードした新規食品データは、学校給食管理システム用の「QNETＳKYV9」
フォルダの中の「Tp」フォルダの中に保存します。
　「QNETＳKYV9」フォルダの場所はCドライブの「ITS」フォルダの中にあります。

ダウンロードファイルの保存場所

⑧

Ｃドライブの
ITSフォルダ

QNETＳKYV９

Tp
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１３４．新規取扱食品抽出

　指定した期間に更新された、６．食品作成（Ｐ．18）、７．食品規格作成（Ｐ．22）、８．食品配合作成（Ｐ．24）で入力した食

　品関係のデータをコピーします。

　実行すると、保存場所を選択することなく事前に指定した場所にデータが作成
されます。

　保存する場所は、１－１．契約情報（Ｐ．11）の使用ドライブ　ＦＤで指定できます。

１３５．月次更新処理

　一ヶ月の作業データを確定し、学校給食管理システムの年月を一月進めます。

　スムーズな運用のため、マスタ以外の15ヶ月以前のデータを消去します。

データの保存場所
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１３６．データ管理処理

　指定期間以前の、選択した作業データを全て一括削除します。

１３７．料理・献立初期計算

　１．管理情報設定（Ｐ．8）画面の対象掛率を元に、料理と献立の一人当たり使用量、栄養価、価格を計算し直します。
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１３８．料理・献立再計算

　６．食品作成（Ｐ．18）、７．食品規格作成（Ｐ．22）の栄養価や価格を元に、料理と献立の栄養価や価格を計算し直しま

　す。
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９．帳票出力
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⑨帳票出力

１３９～１４０．料理の帳票 Ｐ． 206

１４１～１４２．献立の帳票 Ｐ． 208

１４３～１４４．食品の帳票 Ｐ． 211

１４５．献立表（四対象）作成 Ｐ． 213

その他の帳票 Ｐ． 214

◎は必須作業です。
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１３９．料理一覧表作成

　１２．料理作成（Ｐ．29）で入力した料理の一覧表を作成します。

１３９－０－１．出力画面

１３９－０－２．出力帳票
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１４０．料理構成成分表作成

　１２．料理作成（Ｐ．29）で入力した料理の成分表を作成します。

１４０－０－１．出力画面

１４０－０－２．出力帳票
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１４１．献立一覧表

　１３．献立作成（Ｐ．34）で入力した献立の一覧表を作成します。

１４１－０－１．出力画面

１４１－０－２．出力帳票
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１４２．献立登録表

　１３．献立作成（Ｐ．34）で入力した献立の成分表を作成します。

１４２－０－１．出力画面

１４２－０－２．出力帳票（プレビュー）
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１４２－０－３．出力帳票（Ｅｘｃｅｌ形式）
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１４３．五訂食品成分表作成

　６．食品作成（Ｐ．18）で入力した食品の栄養価一覧表を作成します。

１４３－０－１．出力画面

１４３－０－２．出力帳票
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１４４．食品詳細表作成

　６．食品作成（Ｐ．18）で入力した食品の各種区分と規格の一覧表を作成します。

１４４－０－１．出力画面

１４４－０－２．出力帳票
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１４５．献立表（四対象）作成

　１３．献立作成（Ｐ．34）で入力した献立表を対象ごとにＥｘｃｅｌ形式で作成します。

１４５－０－１．出力画面

１４５－０－２．出力帳票
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１４６．報告書区分一覧出力

　４．報告書区分編集（Ｐ．15）で入力した各種区分の一覧表を区分ごとに作成します。

１４６－０－１．出力画面

１４６－０－２．出力帳票
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１４７．仕入先一覧表作成

　３．仕入先登録（Ｐ．14）で入力した仕入先の一覧表を作成します。

１４７－０－１．出力画面

１４７－０－２．出力帳票
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１４８．学校情報リスト作成

　２．学校作成（Ｐ．12）で入力した学校情報を作成学校ごとに出力します。

１４８－０－１．出力画面

１４８－０－２．出力帳票
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１４９．クラス別人員表作成

　２．学校作成（Ｐ．12）で入力した学校情報を元に、クラス別人員表を出力します。

　画面で変更した人数で出力できます。

１４９－０－１．出力画面

１４９－０－２．出力帳票
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１５０．クラス別人数表作成

　２．学校作成（Ｐ．12）で入力した学校情報を元に、クラス別人数表を出力します。

１５０－０－１．出力画面

１５０－０－２．出力帳票（小学校）
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１５０－０－３．出力帳票（小学校以外）
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１５１．終売リスト作成

　６．食品作成（Ｐ．18）で入力した食品のうち、終売の食品と規格の一覧表を作成します。

１５１－０－１．出力画面

１５１－０－２．出力帳票
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１０．在庫
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⑩在庫

１５２．在庫受払入力 Ｐ． 225

納入データを元にした入庫状況を確認しながら、出庫状況（使用量）を入力します。

１５３．受払明細表(EXCEL)作成 Ｐ． 226

１５４．在庫管理表(EXCEL)作成 Ｐ． 227

オプション機能です。
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設定の確認

　オプション機能である在庫メニューを使用する場合、事前に６．食品作成（Ｐ．18）の在庫区分にチェックを付けます。

在庫管理区分にチェックした食品だけが在庫管理の対象となります。
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１５２．在庫受払入力

　食品の出庫状況を入力します。

　入庫数は納入データを元に自動的に表示します。

No 項目名 内容
1 食品 出庫入力を行う食品を指定します。

～ 規格欄でダブルクリックし、一覧から規格を選択すると入数の入力を省略でき
入数 ます。

2 前月末在庫数 前月末の在庫数が表示されます。変更も可能です。
使用日の前日までに納入された食品で、前月末までに納入された場合は＊
の行に表示され、前月残扱いとなります。

3 入庫数 ６０．納入処理（業者別）（Ｐ．132）、または、６１．納入処理（納入予定日別）
（Ｐ．133）で入力した納入数量が自動的に表示されます。

4 出庫数 出庫数を日単位で入力します。

① ②

③ ④
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１５３．受払明細表(EXCEL)作成

　１５２．在庫受払入力（Ｐ．225）で入力した対象月分の入出庫状況を確認できます。

１５３－０－１．出力画面

１５３－０－２．出力帳票

　在庫数量の総量欄
には、在庫数量の個
数と規格の容量（ｇ）を
掛けた数量がｇ数で
表示されます。

在庫数量の総量
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１５４．在庫管理表(EXCEL)作成

　１５２．在庫受払入力（Ｐ．225）で入力した入出庫状況を元に、在庫管理表を作成します。

１５４－０－１．出力画面

１５４－０－２．出力帳票

　前月末総量、当月
末総量、合計総量の
欄には、前月末数量
または当月末数量に
規格の容量（ｇ）を掛け
た数値がｇ数で表示さ
れます。

総量
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付録
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付録

タイムスケジュール Ｐ． 232

コード一覧表 Ｐ． 234

桁数一覧表 Ｐ． 238

◎は必須作業です。
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＜タイムスケジュール＞

月 火 水 木 金 　　土 　　日

（１週目） 初期設定 一ヶ月の献立予定（スケジュール）作成
管理情報 　（献立・料理・食品・食品規格・食品配合・学年別供給）
仕入先
学校 ２日間分 １週目分 ２週目分

基準値

（２週目） 一ヶ月の献立予定（スケジュール）作成
（献立・料理・食品・食品規格・食品配合・学年別供給）

３週目分 ４週目分

（３週目） 　一ヶ月の献立予定 学校別 翌月分発注
　（スケジュール）作成 献立入力 データ作成

　 1ヶ月分の予定の調整 予定人員 発注変更
月末まで 帳票出力 変更 （内容確認）

（打合せ） 帳票出力 見積依頼
　（調整） データ作成

（４週目） 発注変更
見積依頼 見積開札記録入力 選定結果
書発行 入力

選定業者・
単価一括

設定

（５週目） 発注変更 注文書の
作成

オンライン
発注

（６週目） 給食実施準
備（月ごと）
納入準備

データ作成
検収簿作成
指示書作成

（開始） 給食実施準備（毎日の作業）
検収簿作成
指示書作成

給食実施後（毎日の作業）
受入結果の入力

残菜入力

（実施後）

実績集計・報告書作成
献立実施集計処理
週報作成
月報作成
実績表作成
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・毎月／毎日の作業

（給食実施前）

給食実施準備（月ごと）

保存食日誌作成

給食実施準備（毎日の作業）

検収簿作成
実施人員変更
釜割表
調理指示書

（給食実施後）

給食実施後（毎日の作業）

納入処理
納入明細表作成
実施人員変更
残菜入力
給食日報作成

給食実施後（月ごと）

納入明細表作成
買掛支払入力
買掛集計処理
買掛金一覧表作成
仕入台帳作成
支払予定表作成
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＜コード一覧＞

1 管理コード 数字 6 桁 インストール時、指定されたコードを入力します

2 学校コード 数字 6 桁 下記の通りコードを作成します
小学校 1□□□□□
中学校 2□□□□□
高校 3□□□□□
幼稚園 5□□□□□
　＊ 学校の種類によってコードの１桁目に入力

する数字（１、２、３、５）が決まっています
　＊ □部分には０００００以外の任意の数字を

入力できます

3 仕入先コード 数字 6 桁 任意の数字を入力します

4 食品コード 文字 7 桁 以内 下記の通りコードを作成します
□□△△△○○ 5 　～ 7 桁

　＊ □□ 数字 2 桁
□□部には食品群コードを入力します
→　９）五訂食品群コード参照

　＊ □□△△△ 数字 5 桁
□□△△△部分は五訂食品コードを
入力します
□□△△△の５桁のコードだった場合
は、その食品が五訂成分表にもとづく
食品であることをあらわしています
新しく食品を追加する場合、五訂食品
コードの後ろ二桁を利用して、五訂食
品に準ずるコードを作成します。

　＊ ○○ 文字 2 桁 以内
○○部には２桁以内の任意の数字、
またはアルファベットを入力します

5 料理コード 数字 7 桁 下記の通りコードを作成します
□□□○○○○

　＊ □□□ 数字 3 桁
□□□部には調理形態コードを入力
します
→　１２）調理形態コード参照

　＊ ○○○○ 数字 4 桁
任意の数字を入力できます
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6 献立コード 数字 7 桁 以内 任意の数字を入力します
ただし、献立スケジュール登録から献立を作成した
場合は下記の通りコードが自動的に入力されます
（変更も可能です）

□□△△○○☆

　＊ □□ 数字 2 桁
献立を作成する年が和暦２桁で表示
されます

　＊ △△ 数字 2 桁
献立を作成する月が２桁で表示されま
す

　＊ ○○ 数字 2 桁
献立を作成する日が２桁で表示されま
す

　＊ ☆ 数字 1 桁
献立スケジュール登録で入力したスケ
ジュールのNo.の数字が表示されます

7 スケジュールNo. 数字 7 桁 下記の通りコードを作成します
□□□□△△○

　＊ □□□□ 数字 4 桁
献立を作成する年が西暦４桁で表示
されます

　＊ △△ 数字 2 桁
献立を作成する月が２桁で表示されま
す

　＊ ○ 数字 1 桁
任意の数字を入力できます

8 試案コード 数字 7 桁 以内 任意の数字を入力します
（献立試案番号） ただし、献立スケジュール登録を使用する場合は、
（献立試案No.） 　７）スケジュールNo.同じ要領で作成することが必要

です
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9 五訂食品群コード 数字 2 桁

 コード 　　五訂食品群名  コード 　　五訂食品群名  コード 　　五訂食品群名
　 01 穀類    11 肉類    21 パン添加物類
   02 いも・でん粉類    12 卵類    22 ふりかけ類
   03 砂糖・甘味類    13 乳類    23 ごはんの素類
   04 豆類    14 油脂類    24 その他
   05 種実類    15 菓子類
   06 野菜類    16 し好飲料類
   07 果実類    17 調味料・香辛料類
   08 きのこ類    18 調理加工食品類
   09 藻類    19
   10 魚介類    20    90 食品外

10 週報用食品分類 数字 3 桁 ＊週報　様式２（３）（４）

 コード 　週報用食品分類  コード 　週報用食品分類
　010 パン（小麦粉重量） 　130 乳類
　020 米等 　140 緑黄色野菜類
　030 牛乳 　150 その他野菜類
　040 主食以外（製品重量） 　160 果物類
　041 めん（小麦粉重量） 　170 藻類
　050 芋及びでんぷん類 　180 その他
　060 砂糖類 　181 － （180に統一）
　070 油脂類 　182 きのこ類
　080 種実類 　183 調味料及び香辛料
　090 豆類 　184 水分
　091 豆製品類 　185 菓子類
　100 魚介類 　186 し好飲料類
　101 小魚類 　187 調理加工食品類
　110 肉類
　120 卵類 　999 集計対象外
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11 調理形態コード 数字 3 桁 ＊週報　様式２（１）

 コード 調理形態（週報用）  コード 調理形態（週報用）
主食 おかず（続き）
　111 米飯　白飯 　309 ゆで物
　112 米飯　変わり飯 　310 漬物
　113 米飯　丼物・カレー等 　311 － （312に統一）
　121 パン　普通パン 　312 生物　魚介加工
　122 パン　変わりパン・菓子パン 　313 生物　肉加工
　123 パン　サンドイッチ・調理パン等 　314 生物　野菜
　130 麺 　315 生物　その他
　140 その他 　316 ジャム・マーガリン等
ミルク 　317 チーズ
　210 牛乳 　318 その他
おかず デザート
　301 煮物 　410 果物
　302 焼き物 　420 菓子・寄せ物
　303 － （302に統一） 　430 飲み物
　304 炒め物 　440 － （450に統一）
　305 汁物 　450 その他
　306 揚げ物
　307 あえ物
　308 蒸し物 　910 その他
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＜桁数一覧（五十音順）＞
数 英 日 半 全 桁 小 桁

項 目 名 本 数 指 備 考
字 字 語 角 角 数 桁 定

記 〃時刻設定（時） ○ ○ 2
号 〃時刻設定（分） ○ ○ 2
英 Ｆａｘ ○ ○
数 ＦＡＸ番号 ○ ○ 13
字 ＦＤ ○ ○ 1 ○ ドライブの割り当て文字

ｇ単価　*6．食品作成 ○ ○ 9 3
ｇ単価　*10．食品一括設定 ○ ○ 7 3
Ｎｏ．　*17．献立スケジュール登録 ○ ○ 1 ○
Ｎｏ．　*63．買掛支払入力 ○ ○ 3

あ アレルギー表示区分 ○ ○ 1 ○
入数　*7．食品規格作成 ○ ○ 5
入数　*146．出庫入力 ○ ○ 4
一個当（ｇ） ○ ○ 7 1 1000のみ入力可

印刷学校名 ○ ○ 15
印刷センター名 ○ ○ 15
印刷の学校 ○ ○ 6 学校コードに準ずる

印刷の範囲 ○ ○ 2
印刷範囲　*24．献立使用材料表作成 ○ ○ 2
印刷範囲　*78．残菜入力 ○ ○ 6 ○
印刷範囲（年） ○ ○ 4 ○ 西暦

印刷範囲（月） ○ ○ 2
印刷範囲（日） ○ ○ 2
内税仕入額 ○ ○ 9
衛生管理のポイント ○ ○ 50
栄養成分 ○ ○ 8 2
応札業者 ○ ○ 7
応札単価 ○ ○ 7 2

か 買掛残更新区分 ○ ○ 1 ○
開始業者コード ○ ○ 7 仕入先コードに準ずる

開始食品コード ○ ○ 7 食品コードに準ずる

学年人数 ○ ○ 6
掛率 ○ ○ 4 2
学校コード ○ ○ 6 ○
学校範囲 ○ ○ 6 ○ 学校コードに準ずる

学校別 ○ ○ 6 ○ 学校コードに準ずる

学校名 ○ ○ 20
学校名（略称） ○ ○ 5
カナ検索 ○ ○ 8
カナ名　*6．食品作成 ○ ○ 6
カナ名　*12．料理作成 ○ ○ 8
カナ名検索優先 ○ ○ 1 ○
釜数 ○ ○ 3
釜割の各人数 ○ ○ 4
釜の材料 ○ ○ 6 2
管理コード ○ ○ ○ 6
管理先職員分の食数登録学校コード ○ ○ 6 学校コードに準ずる

規格　*60．納入処理（業者別） ○ ○ 7 1 1000のみ入力可

規格　*146．出庫入力 ○ ○ 6 1
規格条件コメント ○ ○ 10
規格単価 ○ ○ ○ 9 2
規格名称 ○ ○ 6
＊同じ項目名で入力桁数等が異なる場合、項目名の後ろに該当処理名を表示しています。
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数 英 日 半 全 桁 小 桁
項 目 名 本 数 指 備 考

字 字 語 角 角 数 桁 定
規格容量 ○ ○ 7 2
期間 ○ ○ 10 ○
期間（年） ○ ○ 4 ○ 西暦

期間（月） ○ ○ 2
期間（日） ○ ○ 2
基準 ○ ○ 1
基準値 ○ ○ 7 2
牛乳除外 ○ ○ 4
教員数 ○ ○ 4
業者ＣＤ ○ ○ 8 仕入先コードに準ずる

業者コード ○ ○ 7 仕入先コードに準ずる

業者名（コード） ○ ○ 7 仕入先コードに準ずる

共同購入 ○ ○ 1 ○
切方 ○ ○ 3
銀行（コード） ○ ○ 6
銀行名 ○ ○ 10
区 ○ ○ 1
区分3 ○ ○ 1 ○
区分コード（区分） ○ ○ 3
区分コード（仕入先） ○ ○ 仕入先コードに準ずる

区分名 ○ ○ 15
クラス人数　*2．学校作成 ○ ○ 4
　　　　　　　　26．予定人員変更（クラス別）

クラス人数　*135．クラス別人員表作成 ○ ○ 3
クラス人数（担任）　*2．学校作成 ○ ○ 2
クラス人数（担任）　*26．予定人員変更 ○ ○ 1
　　　　　　　　　　　　　　　（クラス別）

グループ献立区分 ○ ○ 1 ○
月報 ○ ○ 3 報告区分に準ずる

県学校給食会コード ○ ○ 7 仕入先コードに準ずる

個 ○ ○ 1
口座番号 ○ ○ 9
更新登録範囲（年） ○ ○ 4 ○
更新登録範囲（月） ○ ○ 2
更新登録範囲（日） ○ ○ 2
工程 ○ ○ 51
コード　*4．報告書区分編集 ○ ○ 6
コード　*13．献立作成 ○ ○ ○ 7
コード　*131．献立表（四対象） ○ ○ 7 献立コードに準ずる

　　　　　 135．献立一覧表作成

個数　*12．料理作成・13．献立作成 ○ ○ 19 15
個数　*9．学年別供給作成 ○ ○ 4 2
　　　　 75．釜割指示

小麦粉重量 ○ ○ 8 2
コメント　*1-1．契約情報 ○ ○ 15
コメント　*6．食品作成 ○ ○ 20
ご用命事項／備考 ○ ○ 10
献立 ○ ○ 献立コードに準ずる

献立区分 ○ ○ 1
献立コード ○ ○ 7
献立試案Ｎｏ． ○ ○ 7 スケジュールNo.に準ずる

献立試案コード ○ ○ 7 スケジュールNo.に準ずる

献立試案番号 ○ ○ 7 スケジュールNo.に準ずる

＊同じ項目名で入力桁数等が異なる場合、項目名の後ろに該当処理名を表示しています。
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数 英 日 半 全 桁 小 桁
項 目 名 本 数 指 備 考

字 字 語 角 角 数 桁 定
献立実施（年） ○ ○ 4 ○ 西暦

献立実施（月） ○ ○ 2
献立実施（日） ○ ○ 2
献立スケジュール名 ○ ○ 20
献立一人当り使用量 ○ ○ 5 2
献立分類 ○ ○ 3
献立名 ○ ○ 20
献立名（ひらがな） ○ ○ 20
献立連番　*76．学校別・釜割り表作成 ○ ○ 3
献立連番　*82．給食日報（材料表） ○ ○ 2

さ 最終Web発注日付 ○ ○ 8 ○
削除日付指定 ○ ○ 8 ○
作成期間（年） ○ ○ 4 ○ 西暦

作成期間（月） ○ ○ 2
作成期間（日） ○ ○ 2
作成月（年） ○ ○ 4 ○ 西暦

作成月（月） ○ ○ 2
残菜Ｋｇ ○ ○ 6 2
残菜合計 ○ ○ 8 1
参照Ｎｏ． ○ ○ 7 スケジュールNo.に準ずる

参照学校 ○ ○ 6 学校コードに準ずる

参照コード　*12．料理作成 ○ ○ 7 ○ 料理コードに準ずる

参照コード　*13．献立作成 ○ ○ 7 献立コードに準ずる

参照コード　*6．食品作成 ○ ○ ○ 7 食品コードに準ずる

　　　　　　　　  8．食品配合作成

産地　*60．納入処理（業者別） ○ ○ 1
産地　*145．決定単価入力 ○ ○ 15
産地区分 ○ ○ 1
試案コード ○ ○ 7 スケジュールNo.に準ずる

仕入先　*6．食品作成・10．食品一括設定 ○ ○ 6 仕入先コードに準ずる

仕入先　*2．学校作成 ○ ○ 7 仕入先コードに準ずる

　　　　　   41．日別食品使用量表

　　　　　   42．発注確定処理

仕入先（開始）　*129．五訂食品成分表 ○ ○ 仕入先コードに準ずる

　　　　　  　　　　　　130．食品詳細表

仕入先（終了）　*129．五訂食品成分表 ○ ○ 仕入先コードに準ずる

　　　　　  　　　　　　130．食品詳細表

仕入先コード ○ ○ 6
仕入先コード　*50．物資注文書作成 ○ ○ 7 仕入先コードに準ずる

　　　　　　　　　　 133．仕入先一覧表作成

　　　　　　　　　　 137．終売リスト

仕入先名 ○ ○ 15
仕入先名（略名） ○ ○ 5
時間 ○ ○ 4 ○
仕込人数 ○ ○ 3
指示日（年） ○ ○ 4 ○ 西暦

指示日（月） ○ ○ 2
指示日（日） ○ ○ 2
指示日付（年） ○ ○ 4 ○ 西暦

指示日付（月） ○ ○ 2
指示日付（日） ○ ○ 2
下処理 ○ ○ 20
実施（年） ○ ○ 4 ○ 西暦

＊同じ項目名で入力桁数等が異なる場合、項目名の後ろに該当処理名を表示しています。

240



数 英 日 半 全 桁 小 桁
項 目 名 本 数 指 備 考

字 字 語 角 角 数 桁 定
実施（月） ○ ○ 2
実施年月（年） ○ ○ 4 ○ 西暦

実施年月（月） ○ ○ 2
実施人数 ○ ○ 5
実人員 ○ ○ 5
実績範囲（年） ○ ○ 4 ○ 西暦

実績範囲（月） ○ ○ 2
実績範囲（日） ○ ○ 2
支店（コード） ○ ○ 9
支店名 ○ ○ 10
児童 ○ ○ 4
支払額 ○ ○ 8
支払区分 ○ ○ 1 ○
支払現金 ○ ○ 9
支払その他 ○ ○ 9
支払値引き ○ ○ 9
支払振込 ○ ○ 9
住所 ○ ○ 20
週報 ○ ○ 3 報告区分に準ずる

終了業者コード ○ ○ 7 仕入先コードに準ずる

終了食品コード ○ ○ 7 食品コードに準ずる

重量倍率 ○ ○ 4 1
出庫数 ○ ○ 10 2
使用期間（年） ○ ○ 4 ○ 西暦

使用期間（月） ○ ○ 2
使用献立 ○ ○ 7 献立コードに準ずる

使用月 ○ ○ 2
使用月（年） ○ ○ 4 ○ 西暦

使用月（月） ○ ○ 2
使用ドライブ（ＤＩＳＫ）（左） ○ ○ 1 ○
使用ドライブ（ＤＩＳＫ）（右） ○ ○ 20
使用ドライブ（ＦＤ） ○ ○ 1 ○
使用日 ○ ○ 8 ○
使用日／納入日 ○ ○ 8 ○
消費税率 ○ ○ 3 1
使用日範囲 ○ ○ 8 ○
使用量　*12．料理作成・13．献立作成 ○ ○ 22 2
使用量　*74．釜割り表作成・75．釜割指示 ○ ○ 6 2
除外　*27．予定人員変更 ○ ○ 6
除外　*78．残菜入力 ○ ○ 1
職員　*26．予定人員変更（クラス別） ○ ○ 5
職員　*27．予定人員変更 ○ ○ 6
職員数　*2．学校作成 ○ ○ 4
職員数　*135．クラス別人員表作成 ○ ○
職員量区分 ○ ○ 1 ○
食事区分 ○ ○ 1 ○
食品 ○ ○ ○ 7 食品コードに準ずる

食品ＣＤ ○ ○ ○ 食品コードに準ずる

食品一覧表示区分 ○ ○ 1 ○
食品規格（ｇ） ○ ○ 8 2
食品群 ○ ○ 2
食品群コード ○ ○ 3 食品群に準ずる

食品群範囲 ○ ○ 2 食品群に準ずる

＊同じ項目名で入力桁数等が異なる場合、項目名の後ろに該当処理名を表示しています。
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数 英 日 半 全 桁 小 桁
項 目 名 本 数 指 備 考

字 字 語 角 角 数 桁 定
食品コード ○ ○ ○ 7
食品名 ○ ○ 15
所在地 ○ ○ 20
処理区分 ○ ○ 1 ○
処理説明 ○ ○ 1
シリアルNo. ○ ○ ○ 12
人員 ○ ○ 6 学年人数

スケジュールＮｏ． ○ ○ 7
スケジュール名 ○ ○ 40
税 ○ ○ 1
税区 ○ ○ 1
生徒 ○ ○ 4 児童に準ずる

前月残高 ○ ○ 9
前月末在庫数 ○ ○ 10 2
選定理由 ○ ○ 20
総数量 ○ ○ 6 2
外税仕入額 ○ ○ 9
外税消費税 ○ ○ 9
その他 ○ ○ 4

た タ ○ ○ 1
対象 ○ ○ 1 ○ 対象区分に準ずる

対象数 ○ ○ 4
対象区分 ○ ○ 1 ○ 1、2、3、4のみ

対象コード ○ ○ 1 ○ 対象区分に準ずる

対象年月 ○ ○ 6 ○
対象年月（年） ○ ○ 4 ○ 西暦

対象年月（月） ○ ○ 2
対象日付範囲（年） ○ ○ 4 ○ 西暦

対象日付範囲（月） ○ ○ 2
対象日付範囲（日） ○ ○ 2
対象別予定数量 ○ ○ 4
対象名 ○ ○ 2
代表者名 ○ ○ 10
他月報 ○ ○ 3 報告区分に準ずる

担　*2．学校作成 ○ ○ 2
担　*26．予定人員変更（クラス別） ○ ○ 1
単 ○ ○ 1
単位 ○ ○ 1
単価　*145．決定単価入力 ○ ○ 9 2
単価　*60．納入処理（業者別） ○ ○ 7 2
単区 ○ ○ 1
担当者 ○ ○ 10
注意事項 ○ ○ 50
帳票名 ○ ○ 12
調理 ○ ○ 3
直 ○ ○ 1
作り方・調理方法 ○ ○ 20
摘要　*145．決定単価入力 ○ ○ 25
摘要　*63．買掛支払入力 ○ ○ 6
摘要年月（年） ○ ○ 4 ○
摘要年月（月） ○ ○ 2
摘要の年月（年） ○ ○ 4 ○
摘要の年月（月） ○ ○ 2
＊同じ項目名で入力桁数等が異なる場合、項目名の後ろに該当処理名を表示しています。
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数 英 日 半 全 桁 小 桁
項 目 名 本 数 指 備 考

字 字 語 角 角 数 桁 定
電話番号　*1-1．契約情報 ○ ○ 15
電話番号　*2．学校作成・3．仕入先作成 ○ ○ 13
当期仕入高 ○ ○ 9
当月 ○ ○ 2
当月残高 ○ ○ 9
登録学校数 ○ ○ 2
都道府県名 ○ ○

な 名前検索　*12-1．料理一覧 ○ ○
名前検索　*6-1．食品一覧 ○ ○ 8
入荷予定数 ○ ○ 7 2
入札運用パターン ○ ○ 1 ○
入力範囲（年） ○ ○ 4 ○ 西暦

入力範囲（月） ○ ○ 2
入力範囲（日） ○ ○ 2
人数　*85．釜割り表作成 ○ ○ 4
人数　*88．調理指示書（釜割指示） ○ ○ 5
値引額 ○ ○ 8
年月（年） ○ ○ 4 ○ 西暦

年月（月） ○ ○ 2
納入金額 ○ ○ 7 2
納入先 ○ ○ 6 学校コードに準ずる

納入先コード ○ ○ 6 学校コードに準ずる

納入時刻 ○ ○ 4 ○
納入時刻設定（時） ○ ○ 2
納入時刻設定（分） ○ ○ 2
納入数量 ○ ○ 8 2
納入日 ○ ○ 8 ○
納入日（日） ○ ○ 2
納入予定時刻設定（時） ○ ○ 2
納入予定時刻設定（分） ○ ○ 2
納入予定日 ○ ○ 8 ○
納入予定日設定 ○ ○ 2
納品単価自動更新区分 ○ ○ 1 ○
納品日 ○ ○ 8 ○
納品日（年） ○ ○ 4 ○ 西暦

納品日（月） ○ ○ 2
納品日（日） ○ ○ 2

は 配布用料理名 ○ ○ 20
廃棄率 ○ ○ 7 5
廃棄量 ○ ○ 5 2
配合率 ○ ○ 5 2
端数発注区分 ○ ○ 1 ○
パターン ○ ○ 1 空白または１

発注業者初期化指示 ○ ○ 1 ○
発注群　*6．食品作成 ○ ○ 2
発注群　*10．食品一括設定 ○ ○ 3
発注計算処理区分 ○ ○ 1 ○
発注コード ○ ○ ○ 12
発注指示（コード） ○ ○ 1
発注条件・コメント ○ ○ 20 コメントに準ずる

発注数 ○ ○ 8 2
発注数内訳 ○ ○ 8 2
発注数計 ○ ○
＊同じ項目名で入力桁数等が異なる場合、項目名の後ろに該当処理名を表示しています。
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数 英 日 半 全 桁 小 桁
項 目 名 本 数 指 備 考

字 字 語 角 角 数 桁 定
発注数指示 ○ ○ 3
発注数指示区分 ○ ○
発注数量 ○ ○ 8 2
発注対象区分 ○ ○ 1 ○
発注単価 ○ ○ 7 2
発注単価自動更新区分 ○ ○ 1 ○
発注用食品名 ○ ○ 15
備考　*140．見積開札記録の入力 ○ ○ 20
備考　*74．釜割り表作成 ○ ○ 30
日付 ○ ○ 2
日付（年） ○ ○ 4 ○ 西暦

日付（月） ○ ○ 2
日付（日） ○ ○ 2
一釜当 ○ ○ 6 2
一人当り個数 ○ ○ 4 2
一人当り使用量 ○ ○ 5 2
一人当り単位 ○ ○ 1
表示開始食品 ○ ○ ○ 7
ひらがな名 ○ ○ 15
比率 ○ ○ 4 2
ファイル名　*115．共同献立（一括抽出／ ○ ○ ○ 50
　　　　　　　　　　 　一括取り込み）

ファイル名　*116．食品・料理・献立データ ○ ○ ○
　　　　　　　　　　   交換（抽出）

　　　　　 　    117．食品・料理・献立データ

　　　　　　　　　　   交換（取込）

物資注文書用紙区分 ○ ○ 1 ○
物資見積書用紙区分 ○ ○ 1 ○
分析日付範囲指定（年） ○ ○ 4 ○ 西暦

分析日付範囲指定（月） ○ ○ 2
分析日付範囲指定（日） ○ ○ 2
分類 ○ ○ 4
報告区分 ○ ○ 3
他月報 ○ ○ 3 報告区分に準ずる

ま 水 ○ ○ 1
見積分類 ○ ○ 2 発注群に準ずる

名義人 ○ ○ 10
名称 ○ ○ 15
メーカー名　*6．食品作成 ○ ○ 10
　　　　　　　　　10．食品一括設定

メーカー名　*145．決定単価入力 ○ ○ 15
メールアドレス ○ ○ 30
メモ ○ ○ 10

や 有効期限 ○ ○ 8 ○
ユーザー名 ○ ○ 15
郵便番号 ○ ○ 8
幼児 ○ ○ 4 児童に準ずる

容量 ○ ○ 7 1
予定年月（年） ○ ○ 4 ○
予定年月（月） ○ ○ 2
予備 ○ ○ 6

ら 率％ ○ ○ 4 2
略１ ○ ○ 7
＊同じ項目名で入力桁数等が異なる場合、項目名の後ろに該当処理名を表示しています。
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数 英 日 半 全 桁 小 桁
項 目 名 本 数 指 備 考

字 字 語 角 角 数 桁 定
略２ ○ ○ 7
料理一覧表示区分 ○ ○ 1 ○
料理掛率 ○ ○ 7
料理コード ○ ○ 7 ○
料理分類 ○ ○ 2
料理名 ○ ○ 20
料理名／食品名 ○ ○ 20 料理のみ

料理名・食品名　*74．釜割り表作成

　　　　　　　　　　　 77．調理指示書（釜割指 ○ ○ 20
　　　　　　　　　　　      示）

料理名・食品名　*75．釜割指示 ○ ○ 12
連番 ○ ○ 2
＊同じ項目名で入力桁数等が異なる場合、項目名の後ろに該当処理名を表示しています。
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